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關西丸（關西汽船）

三井玉野造船所進遥

昭和25年3月25日竣工

長103.50m

幅 15.50m

深 8.10m

総噸鯉3,698T
速力 14.9kn

-機關（クービン）
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竹和丸（平和汽船）

川崎重工業鑑船工場

昭和24年10月25日竣工
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北辰丸（藤山海蓮）
東京造船所建造

昭和23年4月竣工

・長60.00m

， 幅 9 . 5 0 m
"5.45m

總噸数893T

速力9.5kn

機關(レシプロ）
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傳統あ悪技術を誇る 歯切工具,ねぢ切工具
ブローチ,ホブ,ブライス

ドリル,リーマー,ケージ
マイクロメーター

ノ

園池の
精密工具.技術相挑特殊物設計”

鑿讓､園池製作所

作に應ず

本強東京都品川髄東大崎1ノ855電話大崎(49)4171-4工場東京、富士宮、 大阪
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トルコの客船タースス(TARSUS)
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ベスレヘ､ﾑ､･"jiltによって．唖|球蝿迭船から客船に改装されたターススの全景

船客大藍間冒
＝竃曹霊
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機 關の組立

我國に於ける戦後最大のディーゼル機關、

東日本亜工業債涜造船所では我國に於ける大型内燃機調製造所として、早くからM.A.N型機開の製作
に着手して戦前にも優秀なる機關筵多数製作したがざ､戦後も種燕の困難を克服して今般第五次計諜造船

三菱海運18000重量頓タンカー用として次に示す如き戦後最大のディーゼル機關を完成し現住試蓮樽中

里であるっ本機關は戦時中低下した技術を回復すると同時に新しい設計をとり入れて、我I魂の此諏機關製

『造技術を世界に示す上に大いに寄與することと思われるo
、鐵眞は木機關製作中の各工程を示すものである。
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總瓠立経了陸上蓮輔開始I匝前の同錨關．下段1I!処に操縦'､ン卜"ル．中央に燃料噴射ポンプ．が見られるO
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東京事務所･崇京都中央区銀座西八ノ九番地
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主要目

劃式横演M.A.N・D8Z72/120R

複働二衝程無氣噴射式
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横濱M.A.N.の製作工程
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舶用主機臓並補機類の製作
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第10画シリンダ'入子ﾉﾄ麺冷却水に縄征る.融分に鍾沿圭
吹付ける作業．右illﾘの人の持ってv､ろピストル

・麺の器具で躯鐇を溶かして吹付ける。

館9同シリンダ入子仕上り。BI'央の姉排氣孔の下部にある
波型の線で上下に分れろ｡後lilﾘにクランクが見えて
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第l1園ビ･ストン典ピストン樺を組立てたところoビスl､ンは油lこ上り冷却さイしる。
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横演M.A.N・ヂーゼル槻關の諸型式

qV型4サイクル草働（トランクピストン)型DZ型2サイクル榎働型

一

虫

|鞠|薦|…騨謹|"・弥i
讃禰径

0

(mm)’ ’
一

一
義
功○

函
仕

弓

|“巽戴
一
率
鎚
廻
姻
牽
按
碑
遮
唾
哩
郵
蓉
》
↑
麺
．
“
呼
鋤
・
郵
恥
麺

■

菰
ロ

ー
割
彌
却
謡
塞
加
認
駕
苧
窓
“
諏
鶏

趣

過
睡
呼
呼
峰
程
》
》
峠
峰
額
娼
》
》
》
》
．
麺
泥
麺
呼
吟

一
力

誕

腸
ｌ
‐
・
・

給
金
卯
叩
晒
寧
蕊
一
鋸
鑑
却
睡
祇
芯
啄
唖
函
《
露
獅
轌
雲
麺

■

‘
則
遇
一
一
一
一
一
皇
一
｝
一
一
，
一
一
一
一
α
ご
一
言
一
ジ
・
一

》
率
麺
畦

無
編
沌
卯
嘘
即
悲
蒜
・
如
却
抑
皿
蓉
函
叩
辨

＃

１
１
１
１

…※|:,:|""|'跡1繍翰｜
行程

､

(mm)式
Ｒ
ＲＯ○

型

、
、

瑚
即

蝿
《
Ｚ
Ｚ

５
６

侭
一
Ｄ
Ｄ

毎分回間数術欺 翰鴎力
笹

靴
函
捌
淵
唖

一
一
一
一
一
一
一
一

叩
釦
釦
卯
釦
加
和
知

墾
顕
調
“
釦
鏥
田
町

ｌ
■
。
・
１
１
１
ｌ
ｂ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｂ
■
、
Ｍ
Ｊ
Ｂ
■
■
且

率
．
琴
麺
麹
蓉
哩
蝿
・
垂

“

:：
､$

1]“
Ba

95～〕80
P8

ba

0D

浬

且9

毎

画

’
５
６
７
８
９
ｍ
羽
泌
５
６
７
８
９
０
１
２

３
副
１

２
３
４
５
６
４
５
６
７
日
６
．
ｚ
８
６
矛
８
９
０
２
１
１

一

郵
叩
沁
鹿
巾
伽
印
」
酌

３

22/麺

22/33

22/33

浬/鍾

錘/調

鋤/42

90"2

30ﾉ42

釦/墾

釦/42

37750

”ﾉ犯

諏“

45/“

45ﾉ60

45/“

45ﾉ60

45/釦

’5/60

０
０

羽
”
”
皿
即
２
”
弓
ゞ

”
ｗ
獅
諏
ｗ
纐
諏
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
（
”
卵
ｗ
牙
１
１

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

５

５

却
一
”
‐
一
ｍ
一
”
一
師
一
一
岬
一
か
一
即
罰
『
↓
罰
『
一
一
一
一

０６

０

加
両
卯
和
、
７
”
伽
昨
”
湾
〆
・
塞
津
詑
叩
”
．
軸

５

０
２

D7.Z6【"llOR
D8Z60ﾉl10R

D9Z60/llOR 、
岬
』
由

戸
”
叩
面

D10Z60ﾉ110獄

D11誇帥/l10R
D12Z 60/nOR

、

郡
唖
唖
唖
麺
唖
趣
獅

一
一
割
邦
司
司
割
剖

唖
皿
蜘
祁
郡
郵
麺
恥

郵
零
峰
麺
垂
唾
函
麺

7麺
”

B『

”

fか

町

ロ、

師

ﾕ2⑪

■、

的

0P

TP

的

CD

”－1”

9y

帥

■B

Er

bb

ln

bP

D5Z72ﾉl20R

D6Z72/120R
D7Z72f]20R

D8Z72/]20寮
扉
配
閲
“
昨
浄
皿
刷
即

５

D9Z72n”R

ｎ
ｖ
畢
〈
叩
》

町
守
ｆ
唖
”
庶
甲
”
”
”
卯
一

Ｑ
》
力
馳

D10Z冠/l20R
D11Z72/120R
D12Z7ZJ120･R

吋
稗

GZ型2.サイクル単働（トランクピストン)型

｜閉|…"|徴"”
斌箭極

(m、）
◆

狸
呵
仙
”
恥
・
叩
向
・
・
ご
宅
皿
海
”
卿
”
”
・
陣
叩

－
７
１

１
ｍ
行
く

重一蚤

(IoD)
ー

把

91

1妬

1Z9

131

146

1.ig
178

愛閏認識|掴露鼓

》
一
》
蝉
》

郡
、
印

一
顎
割

》
麺

睡
唾
暉
２
１
率

鰐

釦琴
・
ロ
加
“
”
痕
”
１

２

－
の
”
⑤
”
■
叩
卵

蜘

〃

１

４

却
瞬
毎
”
廊
画
的
内
麹
”
”
師
吋
”
時
的

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
。
Ｒ

説
訓
平
鮒
罪

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
ｚ
ｚ
Ｚ
ｚ

５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

５
６
７
８
９
ｍ
、
腫

1

妬
廼
煙
卿
堀
煙
郵
却

》
》
》
》
》
翫

郵
諏

密

一
一

函
加
唾

１
１
１
１
１
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ

”
的
”
四
ｍ
ｍ
的
的

ｌ
ｌ
１
１
１
ｒ
ｌ
ｌ

野
到
到
到
・
到
到
到
到

Ｚ
．
‐
Ｚ
芝
・
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

５
６
７
８
９
０
１
？

１
１
１

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
心

５
６
７
８
９
０
１
．
２

１
１
１’ 横濱MJA.N.ヂーゼノン機關P

1

M.A.N.とはドイツのllWigeWbrUEAugsbujlg
NuernbergAoG・杜の略であつ・1二束日本重工横溌遥．
船所が薬の製作權澄獲得し、昭和4年以後舶用主掴
關としてのみならず、護電機用原動機叉は陸用諸原
動機として製作されて來たものである。

GV型4サイクル軍働

中速度用機關であり陸、舶用の發電機用原湿職､-小
型船舶の主機として最適

GZ型2サイクル軍働

中も~低速授關であり、船舶用主椴として蛾適
KZ型2サイクル踊働

中、低速機關として、大型船舶用
m型2サイクル複働

妓大出力を要求される場合に最適のものであり軽量
－

比較的小寸法なることが稽犠である。
YZ型2サイクル箪働、

弁排氣直通掃氣によ尋もので､ｼﾘﾝー罐容蹟
稔りの出力が高い。

--9一一

KZ型2サイクル學働（クロツスヘツド）型
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’船禮溶接繕造園集 霊本堂婁縄①旬

（八わ.1）
B 一

罐室二重底機造（2,000噸巡羅船）（解読本文40頁参照）
このElectionUnitは船燈中心線を中心にして雨笠に渉りBottomShell,VerticalKeel,SideGirder,

Floor,InnerBottomPlating及BoilerFoundation等を含み全長23'一9"最大幅18'一0"亜量8T550を有す
興

る全溶接のプ唾ツクであるoとのUnitの左右舷はLong'lBulkhead及SideShellを含むWingTankの・タ

Unitに結合する。どのUnitの主要な祷造の紐立並に溶接の順序は概略次の通りである｡
垂

1..InnerBofromPlating、
一

下側の接手の開先を取り、‐F側を上りご向けて並ぺて接手を溶接する向経つ-CCenterLine,FrameLine一

等を罫書く。
＝

2．①yerticalKeeirii)FIoor$(iii)Girdersの順序で裏返しに置いたInnerBottomPlatingの_la
に假付けしつつ組立てる。
3.VerticalWeldtoFIOors

’

h

I

,VerticalKeel及GirderとFloOr駐結合するVertical
Weldは".TXpical"WeldingSeqUenEEの固中(1)②等の番奉唱禿一T手己=2墨L，ｰﾕｰﾆ、坐＝‐‐‐‐

鏡で示し室通り中心部から始
は常に二人一組をなして互に
分）を對孵的に同時に行うよ
4．FlatWeldtoTankT
f,TyPicalWeldinfrQ,a,-,,,ぶ

に向って進みWelder

溶接（同番號の一部
◎

=亜yplcaIWeldingSequ鋤e''ゐ圃中(a)(b)等の符號及.

饗慕蹴善豊雛辮蕊紳v…Kee1
船鵲中心から外舷に向って溶接して行WELDING
きSideGirderの溶接を終あて次わ．
FrameSpaceに進む。 In｢-~-－冤一T-』§

－

SYMBOLS

｜

’
剖

雨面連綾隅肉溶接

5．Shellplating

陣辮蕊蕊総裏側鮭
てCemerLine$~Frainidg等を罫
書いてから裏返して先に群棲を終った
Inner'Bott5ifIの上からその所定の位置
に取付け接手の裏瀞接を完了し.FIoor
監言Shel!Platifigに假付けする。
6FinalWeldandCut

以上が怒ったならばとのUnitを引つ
くり返してTankTopを上向に据え、
IEF､"omPia"の接手の裏溶接
並にGil･der,Floor等とShellPlating
とのF1atWeldを完了せしめる。との
FIatWeldの順序は2rypicaIWelding
S>eque'ice''の圖に示す通りである。
溶接が全部完了したならばShellPl-

atin鴬及IHn.rBptt｡mXMの周縁
のFinalCutを行うo"InnerBottom
PIating及ShellPlatif,gにVertical
Keelを取付げる場合、豫め岡に示すよ
うな小さなClipの猯具をFl･ameSpace
--つ置きに慨付けして熱く八

矢印の側蓮頼隅肉溶接

１
１

矢印の反對側連繍禺肉溶接

並列断績隅肉溶接

１
１
１
１
Ｉ

千島断続隅肉溶接

I 矢印の側V衝合接手

,／~ブ､~~‐
、‘

￥L－－矢印の反對側v衝合接手

I
－10－
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一

日 ・Fd
口

一J■■■

明和電機株式会赤土
本杜東京都中央砿日本橋本町四ノ四

・（冠醗芽場町（“）5766’0659）

ロ

日田
船舶用電氣機器へ

→

蕊凝 小型船用

電動手動損舵機

電動撮舵槻

船用電動機

揚錨機・繋船機

電動揚貨機

船用直流發電機

舶用交流磯電機

船用配電盤

共・の、他

餌

番

~

麺畔爵

富士電糧製鐙株式酋前
翠京九ノ内。大阪堂島・名古睡寅小路

詔岡麹屋。札幌北一條･門司大里｡宇部'小串
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中

一 船の科學一

船の 民族學

考古學

ー

ー

弓

’
写

第1図浮皮褒を抱いて渡河する
古

メソポタミアの戦士

木村俊夫

くの世界性が潜在して居たか，即ち

如何に諸方他民族と共通した文明嫌

式が藤に古く我國に見えて居たかと

いうことの想察の養料を整えて見よ
う，と云うのである。

序

本誌に昨年『我國上代の海上交通』
という一文を投じて讃看諸賢の街参

考に供したが（第2纒第3－6鑑)，
今回は前稿に於いて取扱った誰問題
ゐ丙力､ら特h二船C問題のみを暇出し

て，之を極めて炭い覗野の中に持込
み，謂わば船の民俗学考古学と云っ
た立場から，極く氣輕に考察して見
たい。

本誌の識者諸賢は殆ど皆が，近代
養本主義祉会の文明厳式を荷負う迄
怜も機餓の塊りであるかの如き鐵鋼
蕊造鐇の世界1二生活して屠られるこ
とと思うが，時に此の世界力'ら腕出
して悠狩太古未開の海涜職沼に遊び
蕎滅幼稚極りない藷種の雛型に接せ
られることも，亦時に悪くはないと
考えるのである。敢えて此の民俗学
的・考古学的散歩力・ら明日の優秀船
錘造のヒントを把掻せられたい，な
どとは言わないが，今日の船舶文明
が築か泊るまでには，亦何なる歴史
的背量が展開せられて膳だか，又現
存の未開祇会に於いて如何なる獄式
の船舶が使用せられて居る力､という
ことを一睡眺めておくことも悪くは

あるまいと思う次第である。

さて，本稲に於いては就回に崩れ

た我國上代の船舶の認種の型を，凌

ぐ世界諸民族の欝て或いは現に使用

しつつあるものと比較せしめつつ，

一方には我々 の祀先の使用したそわ

をよりよく理解すると共に，他方;こ

は我々 の傳繊的文明の丙に如何に多

するの具』即ち『水上（稀に水中）
運蛾具』と定義する。譲看諸賢は
「ナァーンだ」と恩わ打る力･も知れ
ない。然し問逼は此の定義を10018
字義通りに受取るところにある。即
ち筆者は此の定義に從って，例えば
ウキ（浮きFloat)をも船の一種に
数えようとするのである。斯る員地
力､ら發逵叉的jこ分類すると，船の種
類は大凡次の如く六通りあることに
なる。

（イ）ウキ（浮きFloat)
（ロ）筏(Raft)

（ハ）割舟(Dugout-canoe)
（二）皮舟(Skin-boat)
（水）縫合淵(Stitched-boat)
（へ）柵造船(Built･up-ship)
麺こ此等を順次考察することにし

よう｡

毎

1．船の分類

前述の意圃を持って此の一文を草

するに際して，先ず便宜上船という

ものの分類を施しておきたい。分類

の仕方には種みあるであろう。用途

による分類，動力淫よる分類，推進

具による分類等々 。然し本稿に於い
ては此の様な分類では間に合わぬの

である。ここでは，『抑々船とは一

隈何であるか？』という根本問廻に
立闘り，そこから凌ぐ船と呼ばれる

もののすべてを考察し，その上で分
類を施そうと云うのである。即ち一
般の讃看諸賢と分類の立場が違うの
である。何故ならば，造船技師の諸
賢の立場は「今日及ひ．明日のために●●

造る」という立場であり，筆者の場
●C

合は唯「全魑C歴史を見る」という
立場Iこ在るのである。斯る立場力ら

の分類と云うと，少くとも筆者の場
合は民俗工芸学的見地から發逹史的
に眺めるということである。然らば
ﾙﾋの立場力・ら分類すると力I何なるこ
とになるのであろう力．。否，その前
にその分類の根抵となる船そのもの

を如何に定義しようというのである
か。

筆者は『船とは人又は物を戯せて
一般には水上を(稀に水中）を航走

4
1

、

_I
１
１

2．ウキ

水上航走には先ず何と言っても浮
ばなければならぬ。浮力を持って居
るということが,"c鋪一條件であ
る。潜水鱈ですらも全く浮力を失っ
てしまうならば無意測ﾐである。勤.破
した際人は板切れでも丸太でも求
める｡それに細がろうと乗ろうと画
に角その浮力を求めるのである。原
始時代に於いては恐らく丸太が船の
役目を果したであろう。

然し彼等ばやがてより大きな浮力
を持った価利なものを謹見し製作す

⑥⑨｡○

る。それか椰子の変のウキであり，
｡●

瓢照のｳｷであり,澤良垂であり，

-－－18－
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蕊筏である。渉山紅椰子ぽ室蜜を袋

網に包めば立娠な筏こなるし，室瓢

箪を数多袋網に入れるなり紐で括り

寄せるなりすれば之又充分に浮力を

得ることになる。後者は古代日本や

朝鮮に於いても使用せらｵ?たことが

文献に見えて居るし，又何れも今日

なお束支那海沿岸に於いて見らわる

ところである。．

浮賎蕊か最も古い徴証は古代メソ

ポクミヤ文明を語る彫刻挫物の中に

此の浮皮蕊を抱いてテイク・リス河を

泳ぎ渡る戦士c岡がある.（カットの

第1圏参照）。之は誰君が前岡こ紹

介した日本謬紀の記述即ち

数十q-喋寵，海に浮きて來り，
カコノミナト

便ち揺磨の腿子,k門（今日の加古

ノl1n)に入る。……至りて見るに

・皆人なり。唯角著けるl睡皮を以
て衣服と濡すのみ。

の畷鐸に碓|罰たる祇餓を與えるもの

であろう。山羊や水牛の臓脇を抜き

去って氣密に縫合し，一本の足から

空氣を入わて膨らませて用h､ろ。と

いうことは現にメソポグミヤ地方や

印度の玉大淀地方では未だ行わわて

雁ろ。

誕筏というのは大禮同型同大に露

“幾つかの口を繩で括h,その上に

板を鱗たえて人や物を杖戯するので
ある。之は今日でもなお鴨絲江岸に

於いて見らわる。一括りにする認の

数:まマチマチであるが百位は普通の

様である。とすると相当慶い筏にな

る認である。先の浮皮塗も多数の人

や物を一時に蓮搬する時は，幾つ力、

を括って，その上に板を渡すのであ

る。'］本密紀の測儲の中に埴壬撫と
いうのが見えるが，之は右に誕筏の

蔽黙力､ら考えると掴諭として製作し

た船から幻想したものでは識く，趣

に朝鮮に於ける此の種のものを少く

とも知って居たことの證擦なのでは

あるまいヵ。即ちその耐|'話は朝鮮と
に関係深い耐、行動と共に語られて

r一一毎二一一一邑岳一一耳垂!元●■==
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居るのである。

此等のウキは船c第一條俳の浮力

のみを求めたものであって，凌波性

や速力や運動性や堅牢性等は殆ど無

覗せられて居る。詔わば船p發逹段

階としては最も原始的なものであろ

う。然しそれが今日なお各所(二残存

し使用せられて居る力､ら面白い。又

氣を附けて我盈の女明を見渡す時，

形こそ塗れ，その内容は全く同じの
汚輪やゴム製の救命胴炎や救命艇等
があるのである力､ら些力老えさせら
ｵ?ろのである。

3．筏

今日筏と言えば一般には蓮擬しよ
うとする木材自身をロープで一層二
府稀に多層に束忽たものを指す雛で
あるが，之は筆者の見地に立てば次
に述べる譲種の筏と共に船p蜜達史
上第二段階に風するものである。然
し庇く見渡すと筏D刺料憾木材にの
みは限らない。現に見られる瑛及や
スーダンのパピルス殉(第2圏参照）●公

と力､ペルーの葦舟の如きはｵ､筏に対
する単筏,蕊蕊の灘の如きは砿
と燕すべきであろう。

一諾篭民笈学考古学一

として考えると，筏という漢字その

ものがタケカンムリで，燕の字と同

様竹を束ねて作ったイカダを意J侭す
るところからして，シナに於いては

古く行わわて居たことと思われる｡
竹排は斯る傳統の中力､ら生まれ出た

最も進歩した竹筏であろう。因みに
シナでは才筏こ対しては柑・桴。査
，檀･潅等か文字を用いた。成程皆
木ヘンが附いて隅る。

現存する草筏を除いて，才筏や竹
筏.言船鑑鯛造そのものが排水すると
言うよりは’そわを雛成する部分々
が々各個樹立に，自らの重さに比べ

ては弱いが然し兎に角浮力を提供し
て居る故，原理上浸水ということは
初め力・ら問遜にならない｡｡そしてそ
わがその狸みなのである。斯る樋鴎
力､ら現存の草筏訓ち誰船を眺める』ニ
何わも船遥そのものの煙さ即ち涛力
も感じられるが，椛造としては船迩
齪造そのものの排水によって浮力誉
得て居る。そしてそわは萱約時代･に
遡って見ても同じである。即ち遥約
聖書に

。シ

稚の締舟を之がために坂りてシ

に瀝青と樹脂を塗り……河遜の霊
の111に滝け

b(111挨及
記）

輔b遊肴や
樹’脂が何の皇‐●ノ ー

めに箱舟に蕊
らわた力､を零

箙2図アフリカスーダン地方の葦溌 えれば直ちに
日本祁話に出て來る鋤は此の草諒解出來るであろう。

ロ｡｡◎｡、。

筏に属するも．のであろう。とするとそこで’それ自牙の浮力を持った
そに葦舟に乘せらが海に放ちやられものを束ね，その上に人や物を載せ
た姪子の話等は兎も角として，葦舟る様にしたものを筏と呼ぶとす我ぱ
に関する限りは，葦原中図と自認し前節に述べた誕筏や浮皮蕊、束も立
た民族の描き出した荒唐無稽室想の張な筏であると同時に草筏さ筏D範
産物としてそう簡軍に葬り去ること畷こは入諭難くなる。然しアフリカは輕卒である。

や南米の葦船を通じてその一般性を
竹排の如き竹筏は今日は唯塞鱈に考察するに，止上に船、草筏たこ所以
於いて見られるのみであるが，竹筏を草を束ね鰯んである(第2卿参照）
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一話の科學一

鮎：こ認めてやってよさそう"である。

然し若しそ栽を拒むとならは束合乃

至鰯合鋸として一嬢型を設けるより
外ない。

環筏を除いては，原理上筏懲極め

て原姓的な船ではあるが，然し竹排
や南米のバルサの厳に帆走可能のも
むや屋形を設けたもの等あり）その
形態は様冷である。

●●今

参照）日本書紀記載の雨杖船や古事
●●●●

記所載の二俣小舟は未だ学界では不

彼等が此c割舟を操って並何こ蓮

走する力を示す材料として，征等が

霞明し使用して居るものに航海圏が

ある。ということを書き添えよう。

第3圏及び第4圏がそれである。例
えばポリネシアンはi細い棒等を組

合せて風向や瀧流や航辮を示し，
駿許製馴雛

一

乞
幽

ロ
●
〃

↑
浴
↑

１
１
１
１
Ｉ

剰灯撃剥縦

4．割舟

發逵の第三豊階力割舟である。我
國に於いて河ﾉI沼湘或いは水田の底
力､ら物珍らしく發捌せられるものの

多くは之であって，その材質や大き
さや形状等に就いては前回に述べた
力､らここでは綴返さない。今日では
最も多くは南洋諸島娯並びに印度洋
沿岸地方に於いて見られる。そこで
は形状としては多彩な展開を見せて
居る。

●●■●●

先ず識材から言えば単樹割舟と複●●●

材割舟で世に猫木舟と言われるのは
前者である。此等懲ウキや筏i二比べ
て運動性と力･速力や堅牢性は大であ
るが，安定性を触いて居る｡此征殴を
補うものとして横に船鰍に画入若し
くはしばりつけられた腕木を出しそ
の先端下方に小さな鰹節型のウキを

●‐●｡●

取り着ける浮木附割舟ガ考えられて

居る。浮木附になると睦に帆橋を備
え，海洋を遠く帆走し得るのである。

厳3図ポリネシアンの航海図

北

猫哩馴蝋←

舞う'b9,
｡祠‘

爵

雛 5 図

か，恥詳Dま蓋であるが，右p汚木雌割聯で｡

と何等力関係するところがないであ
ろうか（鋪6図参照)。

’
西

第4図ミクロネシアンの航海図そう言えば南洋土語で割府･をカヌロ■

ミクロネシア

ンは星や島や

海浪のウネリ

等をも併せ老

えて前者と同

鐡細い棒を結

び合せた粁形

航溺咽を用い

て居る。圏二

見る様&こ極め

て原飴的な形

状ではあるが

それぽ果す機

能は文明吐会

のそれと大差

はない。扱等

ばそれによつ

’
『
｜

録

て水平線、彼 雛6図ミクロネシアンの浮木附割船

かご隠れて見えぬ島為へ樋を操りつーと呼ぶ｡記紀に侭しくも美しい鍵-DII縦二5浬位p快遜調を蛮揮しなが語と杼倦詩を残した憶舳〕名!まカジ
ら割躯鰯聯翻る勇脇臆蝋篭季

｡ ｡、、0｡｡○

三種があるか'後者が最も堅“つとすると職｡郷の上'二何等魂
欽定した進歩的p型である(第5圖関霞を想定出来ぬである”･我図
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‐－船、民族学考古学一

の 言語としてはう行言はア行言に蝿 此の職黙から先③樫皮糎･肝が我國上

代人に利用せられたことも考えられ

ぬことではない。樹艮総二は第7圖

第8脚･皇示す禄に軍樹皮船と縫合樹

且船とがある。職皮船としてはエス

キモーやアリュート等、皮舟は人の

よく知るところである(第9図参照）

メソポタミャでは淫皮蕊､外'二図形
皮舟も使用し~L居るとのことである

（第10図参照)。竹髄舟や第7圖、

如き卑樹式鰡c外減皆紐でしばりつ

けられた木で，骨組を作るのである

が．木迄悪まれぬエスキモーの場合

は，多く動勤の骨を利用する様であ

化することは艇をあるのだが。

5．皮舟

我國に刺榊二見える鰯聴際式電
...。；．！カーハ

も角として蔑葉に歌われて居る櫻皮
●●ロ

纏諾,D如きは，実用船として実在し

た力否力､は問題であるが，種類力､ら

言えば發謹第四駁階に厩する皮舟の
一種であろう。渡船と言うのは，植

物性識ぃ隠動紘性の皮で造ったもの

又はそれで‘'1組の上を張ったもので

ある。此魔に時}こ前段階に見られな
力､つだ程の工作上の極雑さを示すも
のがある。今日でも印度支那難方で

●●●

は竹龍舟を恥､て居る。それはもは
や竹排の如き筏ではない。船体自身
が排水し充分な安定性を術えたもの
である。日本書紀(二,

鑑即ち蕊刀中p鋤を取ってイオェノクヵふう

地&二投げし力､ぱ,即ち五百箇竹林
’二化成りぬ。因りて其D竹を取り

剣.オーFア尋っ

て大目鹿輝作りて，火火出見愈イ
を繩の中に内れまつり’海に投れ
まつる。

とある。此の徳は右、竹施舟と無関
係と臆考えられない。尤も寵の目が
ブ<きく鹿くては漣水して困る課であ

悪騨鱗艫熊驚
ら安心して良いが書紀中、一識こよ
れば,『所謂畷間ば是れ今の竹樋な
り』と注鐸までしてある。
アイヌは今日でも樺の木唆を利用

した鰄舟を用'‘､て居るのであるが

第10図メソポタミヤの圃皮舟

8．縫合船と構造船

第五殿.階は縫合鋸であるが，之は
遥かに皮舟よりは堅牢であり脊木無
しに割舟などより安定性が大である

と同職こ凌波性も珊し搭乗員も浪二
濡れることが少くなる。と云うのは

大雄は割13．の上に側板を

縫合してある力､らである

｡m'話に出て來る熊歯篭
局●

手船も大体此の式の襟で
あるが，此の縫合鵬式最
後、段階わ穂造謡こ近接

し話方に多く見られると

ころである力､ら，撒遥鋸
と共に之以上わ鼠明は無

■

第9図エスキモーの献皮贈

る。エスキモーやアリュートに於け

る獣皮鵬よ多くは蝿座である力時Iこ

Womensboatとも秘すべき十数名

位塔乘可能のものもある。軍座・

複座蒋度pもの（アリュートは之を

Kayak,之に対して大型をUmiyak

と呼ぶが）は，坐乗するとハッチの

紐を締めて口織を自分の胴鰍に密諦

させる敵船体が破損せぬ限り浸水も

しなければ投げ出されることもなく

，之を寵で自在に櫓ぐ時減正に入船

一鰍、槻を呈する。

駄でもあろう。最後に船をフネと訓
むが，フネという言葉自身の持つ意
味を英語のVesselという言葉と』上
鞍しつつ考察して此の稿を総ろ。

7．フ示の語義

丸太や筏辻別として，すべて殻上
● ●

してぬ性閲強，接赤面ご於ける気裕
●｡｡ゆ

性乃至ﾌI〈密惟|乳こよって，水の浸入を｡●

排除することによって，瀞力を得る
のであるが，それは逆に言えば，そ
α鵬啄、内に氷を容れた場合それを
外}こ洞らさない，ということでもあ
る。だ力､ら皮蕊は潔にウキとして許
りではなく，より普通に催酒などの
容器となるのである。認式本來そ◎
中#こ液体を感るものであった。その
水密性が逆用されて認筏が穂成せら
れたのである。盟は本來眺濯用、水
容器である。然るにその水識性を逆
用して大型にすれば，例えば佐渡地
方の盟舟となる。（35頁へ）

可

錦8図紘合樹皮船（北アメリカインディアン）

－21－

1 ■

－÷星 〃



１
１

■

－船の科學一

息
塁

’

a………､…ﾛ….…す･･･ミ
ミ
ミ

ミ
ミ
ご
一

芸

コ ントラ・プ ロ ベラについて｡

旬

鬼頭史城

推遥謡佐後方iこ推進器に似た形をしたI雪定蕊を取り付

け，掘筐器力･ら排出されたガ流画向きをかえることによ

り推進効率を改善する装置のことをコントラ・プロペラ

とよばれる。推進器の直前こ適当永導流麗を取付けるこ

と&こより錐誰効率をよくしようとする装置をもコントラ

・プロペラ.とよんでよいかも知れない。この種え導流誕

佐最初厩考案者-関する記録を私怯持っていたガ鍵失し

てしまつ許。比較的実用的な記事ののっている文献を少
しば力&)拾ってみると下の如くである。

(1)RdckblickandAusblickaufdieEntwicklung
dにsContrapropellers(Rud.Wagner,J.d.SChiffb.

tech.G.,1929)ここではコントラ・プロペラに関する

可なh詳しい全面的な調査報告がなされている。双恥1船
侭場合には推進器C後舗二コントラ・プロペラを設iナる

ことは事実上困難であり，却って船体低抗を増すことに
なる。し力､し推進器の前部に導流翼を取付けることは可
能であり，結果もよいとのべている。一例として伊太刊
砿諮AntonioDelfinoにおいて推進器の直前（二それぞ
れ1翼ずつ唾導流翼を取付けたところ，同一刀趣度:こ対
し付けない前.二くらべて7．4％の燃料愛、節約が得られ
たとのべている。

(2)DieEntwickiungderSchiffundSchiffmas.
chinenbautechnik(G.Wrobbe1,J..d.Schiffb.tech

G･,1935)ここで睦言ントラ･プロペラを熔鰐こよって寒

睡付けた一例が示してある。

(3>PieAusgestaltungdesHinterschiffeo(Ke.
Xnpf,Scll!ffbau,1,June,1927)では単測ﾙ､場合_対

しコンi､う｡プロペラ及ひ導流舵の効用をのべているf)PXperiencowithOStaC｡ntra_piM;r（..）ExperiencewithaStarContra-p,.opeller．
(Engineering,Mai･ch.18,1927)でば英風船Viking-
Starにおける航海記錐をのべている。

（",~RecentDeVelopmentoftheShipRudder
(QOvergoardand"ivingston,TSli､A.1926)
!6l､C.mbinCdStl*ncrudderandguif"4

(0.CvergOard,T.S､N､A･,1925)これらの報文では
j鮒鵬二対しコン|､ラ･プロペラf『設計法をのべ，更に

設計お実例を記している。

以下に推進器の直前ご噂流麗を設けることの敷果二つ

いて考えてみよう。推進の直前iこ向って流Izて來ろj流
隠決して一様な流れではない。即ち船殻や張出刺.受茨ど

の影響を受げて流速ガ場脈二よって異なる力､ら付流奉が

場所迄よって値を異にする。又推進軸紅傾糾，脚，に鐇

殻に傾科などのためにｵ'流方向は推進軸の方向と一致し

ない’のみならず場脈二よって方向角が異なる。このよ

うな流:zが推進器に向って流誕てくるのである力・ら推進
器の或る特定.D翼についていえば，その1同鱒中_二方向

と大いさとに鍵化する祁対流速の下に推力を謹生する。
このような不竣一な流izの状況力振動JC原因となり，父

推力謹生が最大効率わ下に行われなくなるであろう事は

たやすく推測される。そこで推進器の瞳前二遮当も噂流
爽を取付け’少しでもこの不均整を除去するよう(こすれ
ば振動、似.止，推弛効率D珊進に役立つであろう。

’

●
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Ⅲ
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１
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錦1図件流のある場合の連座線圖

(a)伴流に對する調整鋪’卿よ推進器の或る竿睡
rに関する断面ご対する越度線剛である。岡二おいて，
OA=u=urは腿l蝿遡度)AC=Vaは小流つ（正常淡
態における)流速であり,祁対水流OBが入射角αをも
って重断面当るものである。もし脚流率が可なりの値
をもっていてガ流尹AC二Vbなる流連し力､もっていな

いなれば，祁対水流感OC･となり，入射角は“よりも可

なり大きくなる。このとき導流歴の作川二よってオ流を

角βだけ傾けてやると桁対流速ば0Dとなる力・ら入；胸
は大部αに近くなる。

(b)水流刀傾斜に對する調整刺,傾糾又は水流方向
の傾斜のある場合も同様に考えることができる。例えば

－－－－－’
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一 コントラ・プロペラについて－

錘度（節）222425

推進郵率、増加2.2％、4．8％8芯．

⑳丁

一
一
一
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一
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鋪2図軸価斜と水流傾斜

第2圏に示すごとく刺lは水平線と角eをなし,ji流強上
向きに少なる角をなしているとしよう。この傾斜の影撰
に圖DI又はIIIの位置にある翼に対してはほとんど現
われない。し力．しII又はIVの位遥に対しては顯著にこ
れが影響する。例えば第3蹄二はI1の位置に対する越度
線圖が示してある。この場合:こも導流翼によって流水方
向を角βだけ傾けてやることにより，相対＃流、入射角
はその正常値に可なり近よらせることができる。

ﾉー等覗翼悪 潔 I

節4図張出軸受と零流蕊の位置図

§射角によって大いに影撫されるものである。故に上記の
方法によって亦流をうまく噂ぴいてやれば，入射角“が
1回“中、どの位遜においてもひどく違わないように．仕
向け，従って翼がいつも最良の状態において作動するこ
とができるであろう。

(d璽流翼の寅例講者は上記の見地力ら戦纒型お
よび騒逐縫型の桜型譜に対して導流翼唾設計と実鹸とを
十数年前iこ行った。駆逐寵型捜型締雛進器の位澄にお
けるｲﾘ流奉(Baker)力批較的'1,さくて平均価5乃至10
％であり，軸頤斜も5．にすぎな力･ったため，これに導
流翼を付けたときの推進効率改蕾率はせいぜい’乃至2
%にすぎなかった。しかるに戦罐漠型においては．(イ）
ｲﾘ流奉ガ平均において0.35乃至0.37であり，局所的.二
はW=0.50という高いfl流奉のところもあった。（ロ）
鞠傾斜かな力つたが，亦流方向が10.以上も水平線一対
し傾いていたことなどのために’零流麗の鐡果が可なり
顯識こ認められた。即ち推進効率p上昇が下記のごとく
なった。
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１
．
１

こぬ戦濫稜型は4廟1船であった。第4圖涯示すごとく張
出刺.受刀脚dye,d',．ノを零流翼に改造し，別｝こf,fノ

なる零流翼をベロのように張り出させだものである。こ

れらの塞流翼の詳細岡を示せば第5圏、ごとくである。
父試溌成績の雛圖を第6岡に示しておいた。実用上の問
題としては，このようなベロを出しておくことは波浪に
よって，又ピッチング及びローリングによって破損さわ
はしない力とに問題もおこる。著者は別逗計算を行い，
圃示の寸法で亜度も十分であることを確かめた。し力､し
このように顯著な効能があるにもか力､わらず，この案は
ついに実遁には採用されずじまいになってしまった。お
そらく世界各國共電濫にコントラ・プロペラや零流麗を
もっているものは無いであろう。し力･し私懲戦.醤や数萬
トンの互大客船のごときものにおいてこそ篭流麗の敷果
力で發揮されるのではない力､と心ひそ力･に確信している次
第である。なお上述の寳料がすべて十数年前、古h,もの
であることをおわびしておく。

4"00ノ
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鋪6図導流翼試騨成績曲線
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一斑用可変ピッチ推進器一

舶用可愛ピッチ推進器

一般の経済に寄與する推進器の改良一

米原．令敏

界に一大エポックを爲したのである。 ：、

何故可愛ピッチ推進器が必要か？ 一方紬用プロペラに於ては，飛行機に於ける穰な問題

例を航室機に採って談明してみよう。先ず飛行襖が靜は無いのであろうか。
止の炊態力､らスタートして，離陸する時は70～100一般高鰐p最大速度は15～30knot程度であり，速，
knot位②逵鹿になり，続1、て150knot位の速度で上昇度零力､らこの最高速度の範函で任意、航行が可能ではあ
し，適当の高度をとれば200～250knot位で水zF飛行るが，実際には一隻宏艘涯ついて航行速力は略を一定し
をなし，戦礎機や急降下爆嘩機刀場合ば,高々度から殆て居り，出港後その速度iこ達する迄の極めて短時間正間
んど垂直に400knot位の速力で急降下する。言い力､え低速款行を爲すのみである。然し乍ら賭は載荷の状態で
れば0力､ら400knot(約200m/s)位に問乙大きな範函同一馬力廷対する速度が非常迄塗化するから，満載の炊
燕度鄙える｡而もそcMD如何趣ろ速座でも溌動窪態で定まつ桐箪需力E関匪を癖の蛾零で塞窪
の馬力を最大限度に利用する必要･こ迫まられる。所がプ、せるという割fは出來ず，常に同一馬力に対し輕荷時の同
ロペラは，前迩速度が早くなれば同一馬力を吸收する爲鱒は満戯時の同郷より高くなる。然し乍ら舶用機関、定
lこ高い回騨数で同煙しなければならない。然し一方，發格出力の3/4審度、出力で航行するのが稽通であるから，
動機姫同鰯を無闇に上げる事は出來ない。そこでもし雛輕荷の爲に同鱒が少ん高くなっても別に大した支障ばな
隆時i二發動磯が最大同認を篤し得る齢二プロペラ翼の坂い。
付角度（皀ﾛちピッチ）を固定してしまうと，離陸時力速然し同一赦荷献態でも，海上の天候状態等に依って賠
度以上で飛行する場合こは，跡陞時D馬力と等しい馬力速は相当に製化し，暴風圏丙で紹、抵抗は容易に，00％
を吸収する爲にはプロペラの同廼数従って發動機の同鱒増加し，從って船速も非常iこ低下する。主謹がタービン
数が高くなり，飛行出來ないから，止むを得ず發動嬢をの場合は蒸汽状態が同一であれば，同縛数と殆んど無関
絞って少ない馬力で飛行するより他に致し方がない。又係に出力は一定であるが，往復蒸汽椴関又はヂーゼル。
もしその飛行機p最大速度で丁度護動機D最大馬力を吸場合,こは同郷魏二比例して出力は堀域する力ら，暴風圏
収し得る齢二プロペラのピッチを定めて固定すれば，そ又ほそれに準ずる荒天時p如く最も速力を要求される時
の速良以下では常匡同一馬力を吸收するプロペラ②l司興に船趣低下に韮く同郷低下の爲に主機の出力は減少して
数低くなり，従って謹動機力低回縄で高馬力を出ず穂しまう。
な迎鰯状態となる。退勤機としてこの嫌な運鱒伏態は燃更に輕荷時例えば船、公試運韓乙時等ば軽吃水の篤に
錐不良，そ“他思わし力､らぬ結果を棚き’好ましくない推進器翼端が水面上り二露出して，翼の一部が室氣中で勘、
力.ら,低錘時は止むを得ず躍動賎を絞って使う事になる。き,從って卒均の密度が,I､さくなり,飛行機が高々度で
更に室氣の密度は高度:こ依って非常iこ異り’地上の密密度｡小さい室氣中を飛行する時と類似した状態となり

旗を1とすれば高度4000mで0･67,高度8000mでは（更にその他力附随的現象と相俟って)nl"よ上昇する
0.43となる。従って同一辿度でもプロペラの吸收馬力はこの様に一般間昭こ於ても，推進器のピッチか固定さ
この謹度《二比例して高々 度径少くなる。れている爲に，回卿,D上昇又は下降を來し，好まし力ら
この齢ニプロペラ翼は同一同灘数で’同一馬力を吸收ざる現象を呈する。更に又曳船，漁船，砕氷船等、場合

せず，前遊逵度Iこ依って大きな愛化を篤し，父高度:二依の齢二軍蹄航行.乙時禍当p速力で航行を要求されると同
っても根当の鍵化をする力．ら’使用越度範囲及び使用商時}こ，曳船時，曳縮時，或いは砕氷時,こ相当の推力＆要
渡範閲鰺脚､飛行磯に対しては鉦動溌の馬力を常《二有利求されるものに対しては，雨者を同時Iこ満足させる事は
に使用する事を不可能こする。そこで飛行中にプロペラ出來ない。これだけの迩由でも甑に班用推進器のピッチ
露のピッチを鍵えてやる事が熱穏される様になり’約30を航空機と同溌に可蕊ピッチにする必要は充分Iこあるの
年前一所認可鍵ピツチプロペラなるものが出現し,耐空であるが，更に大きな理由として迩卿婆置に関す尾跳営
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一 船一の科學一

一方，スイスEsCher-Wyss趾ではKaplan博士r¥

案になる,Kaplan水車力､完成した。これは第1岡(こ示

す様な水力發電用のプロペラ型水車の一種で溌電嬢こか

力､る荷重の増減につれて，水車の翼のピッチを自動的'二

鍵え霞電機乙同韓数を一定ﾔ二保持する水車である。これ

は水中で作動し，従って水密を要求されるのであるが，

第1m(c)に示す様に翼のボス取付面こ革バッキンを
雛1図Kaplan水噸(舶用可愛ピッチ碓進器の前身）

…

翠げなければならない｡

航行中急停止を狸要とし，坐礁痔握力な後進を要求さ

わ，出入港時には頻繁に後進を必要とする一般船舶の主

篭関ば，すべて迩韓装置を持っている。ヂーゼル及びレ

シプロ&二於ては迩韓装匿を取付ける事は製竹費及び重量

の増加,瀧造の複雑化を來す程度であるが,タービンに於

ては後進出力用として特に後進タービンを装備し，それ

に提要な配管等を爲す爲p製作変及び重量の増加が相当

大きいのみならず，前進同輯中lこ常iこ後進タービンは馬

力を吸收している力・らその爲の馬力恨失を伴う。又減速
歯車は後進時に一番大きな荷重を受ける事が多く，これ
等の雪.由で後進クーピンはあまり大きいものを装備させ
る事が出來ない力･ら，前進タービンよりは出カガ,I､さく
なりヂーゼル，レシプロに比べて後進性能が劣る事にな
る。特二臘來ガスクーピンを離用主棲関:こ採用する齢こ
なれば，排素睡カガ大索睡髭度である力､ら，その密度ば
蒸汽タービンの場合p10倍以上となり，そめ睡力下-EB
興ｳー る後進グービンの吸收馬力は非常《こ大となり，その
融でガスクーピンに蒸汽タービンと同様の型式p後進タ
ービンを装備させる事は全く不利であり実用的でない。
もし可鍵ピッチ推進器を採用し，そのピッチを負ピッチ
迄蓑化させれば’主機関は前進回蝿を攪続させたまま大
きな負推力を出す事が可能となi),前進から後進へ移行
する時の操作の膜雑も充分崖笹易化される事になる。
式行鶴こ於ても今弐大戦中，プロペラ翼を負ピッチと

して情I靭謡ニプレーキとして使用し清雌滑走距離をｦ|:常
に短縮させ，又急降下時に趣度が塀大するのをブレーキ
する等二使用された。（廣島に原子爆弾を投下し穴B29
膨特jここの種わ逆ビッチプロペラを装朧したアメリカ壌
叡のものである）

この稼な見地力･ら雑用推進器に於ても当然可鍵ピッチ
推進器か採用されな(ﾅればならな力･つたのにも拘らず，
現在に於ても憧力･の結舶に使用されているに過ぎないと
いうのｶ゙実炭である。これには一腰の唖山.ヶある。第一
は雑用推進器は水中でfl動しているのであるヵ､ら，愛節
機識か常に海水にさらされている黙になり水密に対して
不安があった戦･第二は推進器が浮遊物に当る等のショ
ックで推進藤又嫁刺に愛形を來した場合，奨節機雛力.動
力､なくなって，その時の妖態のピッチに固定されてしま
う恐れがあつﾅ･殿。第三に航行中故陣した場合，船外に
ある部分：醗険修理か不可能である篤の不笈等が墨げら
れろ。
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’(a)飛大荷重時
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(b)無戯荷鰄
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■Ｉ舶用可塑ピッチ推進器第一号

この溌な悶難を前､こして舶用機賊技師が購踏している
ー苧

(c)一翼を取外した;吠鵬
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一舟｢用可変ピッチ推進器一

挿入する事に依り見事に鰯決された。この型式の水車の

使用実績力､らこれを舶用推進器に應用する自信を得て同

斌では1934年6月詮に船用可愛推進器を製作しEtzel"

(L=99',B=15',d=4',BHP=240,RPM=500ヂ

ーゼル船）に装備して実用化に成功した。

次に同船1こ装備された推進器及び鍵節機臨を第2圏に

ついて乱明しよう。

（1）は推進器ボスで中室の推進軸(2)にボルトで取付

けられている。このボスに推進器翼(3)が取付けられる。

ボスの後方内部I二サーボピストン（4）があり，このピス

トンは汕睡で前方又は後方に動き，そめ運動ばリンク

（7）を經て翼の塗師運動に塗わる。中空推進軸の儲部に

は外管(6)がありその内部に更に内管(5)が配置され，

外管はサーポピストンに固定されている。船内の油ポ雪

プカ､ら暹られた禮腰油が外管を通ってピストン前方に通

ずれば翼のピッチは減少し，丙管を通ってピ.スI､ン後方

に通すれば翼のピッチは増加する。ボスの中の油は軸承
潤滑をも兼ねて居り，翼をボスに取付ける部分は特珠の

パッキンを･用1,,更にボス内の独座を海水睡力より少し

高く保って海水が外部力､らボス丙に侵入するのを防ぐ。

中空推進軸は軸受(8)に依って支えら*船内で主犠主軸

と灘接手で結合される。“)は隔壁部二取付けられたパ
ッキンである。
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第2図Etzel號の可愛ピッチ推進器装置

中空軸に取付けられた給油筐(11)は二つの部屋力､らなこのEtzel銃は約1年間二Zurich湖上を延17,500浬
って居り，一方は内管（5）に，他方は外管(6)に通じて砿行し何ら支障なく変節機撒錘迩も黙険分解する事なく
いる。その部屋は認乍弁('4)と夫を笹('2ﾉ及び('3)に依全く譜通瀦と同じ程度p注意を排うのみで濟んだ。心配
って迅結されている。ブリッヂに設けた操碓レバー('6）された油の洞洩等Iこ依る?ド･斐賦も僅か一ケ月5kg程度
を前方に動かせば操徽桿('5)を經て操作弁力動営臘睡!llでﾖ'常に好成繊を頬した。
は(5)I二通じ,翼のピッチば墹加し,レバーを後方'ご動か その他の鍵節機構
せば鍵蹴',健(6)に通じ翼のピッチは減少し逆ピッチと
なり主機力､前巡回縄をしていても逆推力を發生し得る。上記Etzel鑑の成功に基いて変節磯磯も種々 異った方
翼のピッチはブリッヂに設けられたピッチ指示器('7)で式Dものガ続‘､て考案された。その中で代表的なものを

4

筆げて議明しよう。簡卑に知る事がtll來ろ。
推進刺Iからvベルトで際動する油ポンプを有し，，こ（1）磯蚊的変節機勝

れでタンク(18)に油を蓬b，サーポモーグーを通りサー第3岡:こ附いて融明すればボス（’)，中空推進軸（2）
ポピストンに作動油として透られる。主機停止時に鍵節翼(3)の部分域第2岡と大差なく，唯ボス内には変節用
用動力として籍電池で驍動する小さい油ポンプを別に持クランク（7）と愛歓桿（5）を有するのみて変節梶D作動
っている。又歴諦室莱梢を有し油グンク(二それを遥b獺は舩内に設えﾅぞ塗節筐(4)で制禦する。-即ち中空軸の一
洩油に混って塞氣塗が減少した場合匡，グンクの室所を部iこ識瀦を有し，変節桿二暇付た鍔(6)がこの溝を貰い
空氣で満す。グンクの汕面臆ﾌ･リツヂに備えた油画計でて出て居り，推力軸承(9)を介して枠(4)に抱かれてい
締二着腿する事力出來る。又同時に汕面C調塵がプリツる。電動機(14)に依り軸(13)軸力個韓すれば，刺Iに切つ
ヂで出來る綴に必要な装憧を施してある。たネヂに依って梓('1)が移動し’直接に愛歓桿（5）を移

一2 7－
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一 船の科學一

’
動させて翼のピッチを変える⑥スイッチ(15)に依り電動

銭を右又は左に同廼させる事に依り,ピシチは増な又は

減少させる事が出來，又抵抗を調節して電動機同鱒数を
増減させる事に依り変節速度を自由'二加減する事が出來
る。

．桿.(11)(Z,動きをブリッヂに導き直接ピッチを指示する
事が出來る。軸(13)の上部(二示した酊線はストッパーで

あり，型要な正負の最大ピッチ以上に愛節するのを防ぐ‘

爲のものである。軸(13)の他端こ示した傘歯車の上部庭

は（圖示してないが）手動変節装置を設けて，電動擬故

障心場合にも変節可能にしてある。油タンク(18)力・ら変

節筐内に軸承潤滑油を還り，別にボス内部Iこは供油筐

(1刀に依り同鱒する推進軸を邇して潤滑油を供給する。

この変節装置は主要部分>建部船内にあり，その上全

’
I
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第3図核械的愛節艤構装置

く機穆.的な方式であるから作動ま確実で，敵陣D場合もには使用出來ないがE一W謎では推力1000ton迄可能

毒見修理が簡躍である。然し識織上あまり大推力、ものと言っている。

（2）湖:睡リーーポ

モーターを船丙に備

えた方式

推進軸の中間に油

座サーボモーターを

取付ける方式で推進

器ボス部p獄造娃簡

単になり，且つ船内

に主要部分がある力、

ら雛険修理等が容易

となる。時;こ推進軸

と主!!illとの間.二滅速

歯車を有する様な軸

系では推進軸の前端

が自由{こなるから軸

内えの給油が容易と

なり総造上有利とな

為。第4圏はそい一

錐4図．サーボモーターを珊内に有する愛節催椎装腫

－－－－28－一

例を示し推進軸の一部にサーボピ

’

ロb

ロー一 二 一 一
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一脈用可変ピッチ推進器一

ストン（4）を有し，制禦弁(17)より差られ穴油は遙油管

(15)又は(”を經て推進軸前端より軸丙に配備された給

油管（5）又艤（6）を通りピストンの左側又懲右側i二達す

る。フ・リツヂにあるスイッチ(24)を高ピッチ側又は低ピ

ッチ側二入れ，モーター(23)に依って腕'25)を動かし，

制禦弁(17>の弁を動力･し望む方向にピッチを力､える事が

出來る。ピストン唾動きを卿端よりリンク(32)を經てブ
リッヂのピッチ計(33)に導含，常にピッチを知る事が出

來ろ。愛節用油タンク(22)と別に潤滑油タンク(12)を備
えでボスの内部へ給油してリンク部、潤滑を行う。

『3)Kamewa式変節機総

スゥェ・一デンのKarlstads・MekaniskaWerkStad

会斌に於てもKaplanタービンの原理に基いた可変節プ
ロペラを製作し，通常会趾の頭文字をとってKaMeWa

プロペラと呼んでいる。

ボス部の総造はE-W杜と殆ど同籔であり，変節方式

は赦睡式でボスの内部二サーボピス!､ンを有している。
俄油歴系統が故障した場合庭自動的に前進の適当なピッ
チに固定し得る綴にボス内に謹侭を備えている。この型

式で最大のものは總噸数7400tonの貨客船Suecia鍋二
装備したもので推進器の直極4-5m!主賎は定格350
bhpx125rpmのGoetaverkenヂーゼルニ膳である。

以上7p他､こRotol式可変節推進器がある。これ等侭何
れも原理並びiこ機稚は類似のものである。

舶用可愛ピッチ推進器の特徴

以上述べた如く各祇では既に相当以前二可変ピッチ推

進器を実用D域迄完成させ，次表庭示す如く相当数D製

作実演を有している。然し乍らこ歳等式一部.D例を除き

殆どが交通船，曳船．漁船等の特殊船用であって，今日
備一船貨客船用として炭く実用さｵ?ていないのは，この
型式の推進器が次に述べる齢二長所を有すると同痔に又
侭所をも有している力､らであろう。然し如何なる文明D
利器と錐も，それが出現した当時は，短所が目立って近
ずき難い感を與えるものであり，その長所を尊んで短所
を克服していく意氣込みガ結局そのものを育成していく
燕となるのであるから，数々 の釆鮎を有する可変ピッチ
推進器に対しても，設計者，工作者，使用者か三者が一
昨となって育成に努力す可きと考える。

(1)可愛ピッチ推進器の長所

（1）主淡のトルク，同潤数を最大迄使用出來る。

（曳船，漁船，砕氷舩等、如く推進器負荷力．庚範卿二

変化する船に対し特'こ有効）
（2）主溌を前進回韓させ打まま逆推力を出す事がM!來

ゐ。（主磯の迩鱒装冠か不要となり特こガスクービンを

i製作賓絞（1948年現在）

Escher-
型式

Wyss型
KaMeWa型

1937

116

5．2

7000shp

llO

Rotol型

1942

80

3．2

1500shp

l40

1934

42

グ

3.3

1200shp

l25

完成年次

製竹總數

瞬
セ
ミ

自

営
的

・
直
馬
ＲＩ

最
大
推
進
器

１
１’ ’

1

舶用化するのには絶対‘二有利。又頻繁に前後進の操作を

する船に対しては操作が容易で且つ迅速に行われ，短時

間停止して直ぐ發進する交遜船でば主溌を停止させず推

進器ピッチを適当に変えるだけで船を停止させる事が出
來ろ）

（3）主謹のトルク並びに同轌数を任意二選定出來る。

従って定トルク又は定同鱒、迩轌が可能となる。（この.

事陰主謹の壽命を長く保ち，燃料､消費量を減少させ，
振動等を避けるのにも趣めて有利である）
(I1)可鐙ピッチ推進器の短所

（1）瀧造が複雑になる。（製作費が高くなるがこれI犬
船全体の經濟を考えれば却って安債庭なるから本質的な
短所ではない。複稚な椛造となる篤に雛員ｳ､淋經澄使娠
旦つ故障した時の危瞼に対する不安を増す事となる融二
関しては’あく迄も設計者と工作者か研究して克服しな‐
ければならない）

（2）ボス部が大きくなる。（その爲に推進器の効率域
少し低下し特二高出力時その低下は大となる。こ(ZJMi.=
関しては設計者が更に努力して変節磯総をコンパクトに
修める様に研究しなければならない。

（3）ボス部附近の蕊巾が狭くなり，強度を保つ爲に翼
厚が増し翼恨部で室伺現象をおこし易くなる。

（4）ボス部の長さガ長くなり特渥嘩螺旋船に於て舵前
綴との餘裕が少く形淡を最良廷する事か困難である。
（5）ピッチを変えるのに相当大きいモーメントを哩要

とするから力量が不足の場合ば変節の途中で水車として
働き主機が逆に推進識こ依って同わされる事Iこなる。
（これに対しては設計者が必要変節モーメントを'1'來る

だけ'1､さくする糠な機溌を更に研究する餘地がある）
以上、他二まだ研究す可き餘地は天分蕊されて居り徒

らに可変ピッチ推進器を推奨する事{ざ遊なければならな
いのであるが，船の經濟という融ｳ､らば將來どうしても
可変ピッチ推進器を大型船にも採用させ度いものであ
る。（東日本籏蜜造船班技師）
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－ 鰐の科学一

下する様な職動描に至ってはこれに殆んど関興せぬとい

う事も容易に推察される。そ．こて波わ波長，波高或は船

の逹度，船底の形状等によって，波浪中の抵抗の増加率

がどう変るかを調べると次の鎌になる。

第1圖及第2圏は長さが121.9m,幅15.8m,吃水

6.7nl(D船について波浪中の平均増加率を表わしたもの

であって，第1圖息･波高を1.37mと一定:こして色々の

波長丁波、中を航毎している場合で，波長､端加と共に

極めて不規則.こ変化しているが，最初に現われる極値は

船の上下動編の固有迩期が丁度船の感ずる波の涯期と一

致した時，襖こ現われた極値は同じく縦動矯の固有趣阻

に波の見掛けの廻りlが丁度等しくなった時である。どち

らも共に動協が最も激しい場合であるが，一般に波長が

長くなれば墹加率ば次第に減ってゆく仮向がみられる。

第2園減,波長と船の長さとガ等しい時を謹んで,今度:式

波高を次識こ増加して，それに対する抵抗埴加の有識を

表わしたものである。波が商くなると抵抗はぐっとふえ

|’ 波 浪中 の抵抗

眞鍋大覺

1

1

漁謡でも貨紘紹或は定期航路の大型客船にしても，船

は一度港を出れば波浪のある海面を航行するのが常であ

る｡船の抵抗を,波靜かな湾丙或は鏡の如き湖上を滑ら力、

に走っている時と，涯しなき洋上を長大なうねりに乘っ

て航海している時とに就て比較すると，氷面に波があれ

ば波がない時よりも隣計涯抵抗を感じて，従って船の速

力が落ちるのは誰でも常識的』こ蜘断される事であるが，

それではこの抵抗増加の原因は一陣どこにあるのだろう

かと考えてみるならば，それは先ず船の姿勢の根本勝相

這，即ち波があれば船は水面の上下と共に絶えず動癌し

ているという事實にすぐ氣付くのである。今船が浮きつ

娩みつ上下に動砺している状態を考える。渡り峯．こ上つ

六時は船足が輕くなり，波の寄に沈んだ時或ば波をか

､ぶつ汽時は反対に重くなるのであるから，抵抗陰船龍の

水に漬つた部分が大きい時に墹加し，小さい時廷は減少

･するものである。要するに波浪中の抵抗鍛加の生因は全

く波面と船との相対運動二よる捗水容演の変動廷ある事

がわかるのである。従って波が高い程溺加は激しくなり

:又船全体ケ浮きつ沈みつする上下動.D方が，船首が沈め
ば錯尾が浮上るという継動筋よりも抵抗埼加＃二は，遥か
‘に大きな影響を與えるものであり，，左右庫舷が交互に上

■
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鋪2図波の高さと抵抗増加率

船の大きさ＝121.9×15．8×6.7m

波長=121.9m

上の曲線は航速力8K

下は10Kの場合を示す

る。増加率が100％というのは，抵抗が静水中の2借に

達する事を示すものである。父速力が大きいと，増加率

は鐡合腫少い力､ら，快速諾程，荒天時握速力が落ちず有
利である。この性質は父第3園をみればよくわかるので

あるが,これは長さが206m,幅が26.8m,吃水が9.2m

■

。､

2皿150

波長
100

第1函 波長と抵抗増加蛎

船の大きさ＝]21.9×15．8×6.7m
波 高=1.4m

上の曲線は船速が8K

下は10Kの場合を示す|，
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－－波浪中の抵拡-－

の船について，波高を4nlとして航趣力と抵抗瑠加との
関係を出したものであって,高速では増加率が著しく域
少している。
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～ 節4図波浪中の平均抵抗増加率

2rJ＝波育、

V=紐の速力msec

g=9.8m/se&

抵抗増加の原因

100%一全体が縦動揺だけによる時

0％~一全体が上下蹴揺だけによる時

いずれにしても波長が大体総p長さよりも大きくなれば

抵抗増加の原因は，殆んど全部が上下動擁だけによるの

である。

次に嵩張った船と，痩せた船とを比べて，どちら力波
の中で抵抗が大きいかを考える。これはすらつとした細

し､船D方が波を切って進むのに都合がよいから抵抗が少
いであろうという事ば容易二認想されるところで，第5

塁

､、
～～

、ゞ＝ ､

～
～

菖半 』

～

船 の遠力

錐3図船の速力と抵抗琳加卒との開係

船の大きさ＝206．0×26．8×9.2m

波高=4.1m

上は波長=180m

中は波長=150m

下は波長=100m

この様に波浪中の抵抗は船の大きさ及詮の固有魍期と

波D週期'･波長’波高と"関儀により極めて複雑に変化
するものであるが,今週期は別として，波長の大小涯よ
って，これがどう変るかを調べたもの力第4囲であ
る。これをみると’波長と船の長さとが正に一致した時
'二一誰ひどい抵抗を受けるという面白い患果を示してい
る。波長が大きくなると抵抗嬬加は急激に波ってゆくの
は丁度,I､舟が長大なうねり1こ乗った時D識二’船が完全
に彼と一緒に上下していて，海面に対しては全く瀞水中
と同じく少しも相対運動をしていないからである。この
披長と船の長さとガ等しい時:こ’又波D週期ガ諾p上下
動筋或は縦動椛の迦期に一致しようものなら’それこそ
ひどい抵抗をうけて全く波間二奔弄されるのは勿論であ
る。

前i二も一寸述べた職に，波浪中の抵抗増加の原因は縦
勤続よりも主として上~ド動蛎によるのであるが，それで
は縦動猫による珊加が壷増加の幾％をしめているかをみ
ると，これが第塑圖の鮎線で示された曲線であり'100％
は全体力雑動描に基く場合で0％は,逆に全体が上下動
錦によるもので,縦動橘による分は少しもない事を示す。
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錦5図船緋の肥癖腹と抵胱増加率

入＝波長m

L:=船長m

4 ＝ 抵 抗 増 加 率

2rO=波高m

V=船の速力rn'SeC

g=9.8m/sed

静水中の抵抗を1とする
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x1m%

園式その一例であって，横軸は方形肥渚係

数（＝排水容積÷[紹、長さ×幅×吃水]入
をとって居り，これが1に近い程四角な肥

つ大船iこ近ずくのであるが，これも波長に

よって色を変るのであるけれども大岬.75

以上とる謡式，波浪中で基だ大きな抵抗を

受ける危瞼性があって不得策である事を物
語っている。

最後にこぬ鋸が波の中を進んでいゐ時の
抵坑の各瞬問刀値はどういう具合に変動す
る力､，その状態を計算した一例が第6､園で

ト
瓢面

一

時闇

第6図各瞬間の抵抗の愛動欣態

一（鋤の長さと波長とが等しいとき）

靜水中の抵抗を100％とすろ

は全く船幻勤続によるのである力､ら，艦を設計まるにあ

たって，出來るだけ摘れ方の少い様に工夫するのが．乘

心地をよくするばかりでなく，時化の海上も高速力で航

海する上に大切な事といえるのである。

（九州大学睡力教室）

あって’これも鋸、長さと波長とが稲等しい場合をとっ
たのであるが，船が波の峯に船首を突込んだ時は，波が
ない時わ4倍もの大きな衝墜的砥掠を受けるが波から抜
出た瞬間よ’殆んど抵抗を感じないのである。
以上述べた様に船わ抵抗の波浪による増加はその原因

大 活 躍 の RCAレーダー

ーストツクホ･ルム号の劇的海難救助一

最近わこと，スエーデン・アメリカ献路きっての最優座に燃えてゆく船をその伽用レーダーの’2吋ブラウン
菱船ストックホルム号わ航海士が，同鋸;こ装備された最管i二捉へ，濃務の中で漁船が右往左往している海面を謹
新式RCA3.2種レグー.に佐ってj1炎上している丁抹のって航行,逢に108名の船客と海員を救助したのでめ
雲仁船クロンプリンス･オラヴ号、位置を獅知し,更に救る。
助に赴いたという事実ば，漉霧と暗黒を透硯するレーク。郵便船クロンフ2リンス･オラウ号.ご近接しようとした
－の航海上の補母用具としての威力と，海上に於ける人船は数隻あったのであるが，ストックホルム号以外はい
命.ご安全性を昂めた貢献を如実に証明したものである。づれも成功せず，霧に妨げられて引返さざるを得載力つ
その郵値船が火を発したのは，ノールウェーのオスロた。
－力､らコペンハーケンに向う途中スウェーデン沖のカテ極端に不利な条件に立向ってのストックホルム号の迅
ガ海峡であり’2月20日の未明、ことであった。芝果敢な行動に依って，これら生存者が災難を最少限度
発表されている救助及び火災に関してに種々の記事1こに喰止めることが出來たのは疑いもない。依ると

この遡鰯こ際して救助船の『限』であったところのc
『船客は鴫闇p中庭刻々と畷かつて行く恐ろしい火のR101-A離用レグーは，世界中の海を米國旗及び外有様を交冷語っていた』

と力､， 國旗をなび力･せて航行している各種力船舶に，装術され

『半裸の男女尤霧D中で救命腿二乗らうと殺到する欣市五番街745番地RCA國蔑部刀代理店であるスウエ
景をメラメラと燃える娼力･不氣味に照らしていた』一デンのストックホルム市LDA.B・ペカサス鹿会に依りと力､報ぜられていた。

1948年1月に同調こ装揃されたものであったのでめ
クロンプリンス・オラヴ号力ら狂った厳に発せられるる。
SOSをキャッチしたストックホルム号の航海士は，即

RadiomaxineCorporationofAxilerica總代理店
内外通商株式會祗
中央区銀座2の2の9TEL(56)2130－49
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一 米國の錯体溶接一

リパテイシツブに見る ｰ

米國の船禮溶接(其の四）
橋本啓介

電流がメルト(Melt)と稗せられる一種の粉末溶接謹の
抵抗を邇って藩接捧から溶接部に洗れる時庭壷する高熱

を利用して溶接が行われるのである．

6．自動溶接iこ就て

（1）ユニオンメルト溶接の適用
米國の艦船所では建造期間を短縮する目的から，藩接

速度の著し.く逵’‘、自僻溶接法，駈窮ユニオンメルト溶接

の使用が盛んになり，漸次使用範函が扱大されて，リバ

テイシツプ逮遥には急速多逓生産の一蕊として殆ど最大

腿二利用されたのである．勿論急激に膨脹した建造量の
爲，熟練した銭鋲工や熔湊工の不足を來したと以うこと

をウこのユニオンメルト熔凄の普及を捉進した一つの大
きた原画であった．

各迭船駈の施工繊二従づてその適用範函も異っている
が，とも角一般に，地上のブロック組立その他の丙業涛

撰二は勿論,･船識こ於ける組立に於ても，自働涛接磯の
穏能i二態じ多少の傾斜や曲りのある部分でもどしどしこ
いユニオンメルト溶接を〃]いている．それでもリバテイ、

シップの建造の初期に於ては，全く自働溶接銭を使用し

ていない造船所が＝ケ所，丙業のブロック組立にのみ用
いていた灰が一ケ既あった．
矧霞に於て健，船底外鼓の平坦な部分や，内底抜，甲

叛の接手は一蜂に上面の溶姿をユニオンメルトに嫁り，
~F面を可溶蜜二催っている．甲抜と外板，甲板とハツチ
コーミング,内底板と外板,バーチカルキールと内底坂等

の.詰合も，ユニオンメルトに綾って肌肉溶姿を行ってい

る叉穏蹴の．型禰強劉等も，そのフランヂをユニオンメ
ルトに依って連漬隅凌涛婆を行い隔壁に溶箇している．

漆按すべきブロックの裏返しが悶難な場合や，§腫に
険げる組立溶接の場合D如く，下側から上旬手溶撰をし
なければならないような接手の場合，上側からユニオン
メルト瀞妾を施工することは極めて有利である，何とな

れば,ユニオンメルトは非猯に群け込みが大であるから，
硫先を適當にとっておけば，裏の手溶接は極く軽く弓埋
め程度でよいのである．
最後に，リバテイシツプの建造を契期として，今や米

蹴二於ける船魁懲接に畝くことの出来ない，普遍的愈施
エ法となったユニオンメルト溶接塗に就てその大要を紹
介し，参考に供し産いと思う．

12）ユニオンメルi､涛接法

我國にも早くから知られているこの自側溶接法は，總

て龍素的iこ機城化された装置によって自動的に操作され

－

１
１

両

テイ、 Fig．16ユニォンメルト溶接
目し Fig.16に示すように，この溺妾の過程に於ては，特
良用殊な粉状の溶寳iであるメルトが，認妾部に沼うて絶えか

自働的に蝋きつめられていき，溶接棒の先端と涛接部は
甲常にこの溶刻1こよって完全に覆われ，瀞麦作用はこの中
〕’で行われるから，電弧:式勿論見えず，スパークやスパツ
ソチグーや煙なども愛生しない。從ってこの群接に於ては，
叉等遮光幕’眼鏡，ヘルメットの類から換氣装澄になるまで
亡ぃ一切不典である。

街他の溶接と異る’二，三の著しい特徴を筆げると，〆〆

5．溌接謹度カ極めて大であること。非常に大なる電流を蹄
農にうること。從って群込みが深く，1ビードの溶接量が大
嘗しであること等で，髄流は普通2,000anp・から最高4,000
ﾅンa~np･まで使用し･板厚'/,6"から2112"までは一層で瀞妾
となが出来，その溶接速度は通常3吋/分から80吋/分まで可
､ら’能であるq之即，この溶接が高速度自澪働接と稲せらる
;埋る駈以である。

この涛潮の下部の府は溶融して蒋津ととなって溶r金
や米属D上匡浮-こり,その外氣との接謁を遮断し,旦母獄から
愈施析出される不純物と化合して糯薦金罰の繍錬剤としての
を紹作畑を果すことは勿論であるが，更に，上層部の耀裁し

ないメルトと椛倹って’熱に對する鶴れた溌鶏鶴の役目
をなし，比較的狭いスペースに急速な高熱の發生を可能

’總ならしめるのである。このことは，溶込みを良好にし，
され溶接度を大ならしめるのみならず，溶接による收縮睡勾
－認一

0

、

■

、
－



| －譜の科學一

艤装で最も多く使用されるのは，電醜笈によって醗勤さ
れる可搬式車臺の上にヘッドが乘っていて，これを直按

糊妾部の上を走らせるか，或は可搬式レールの上を走ら
せるようになっている。

ユニオンメルト耀凄に於ては，板厚｡/16"位までの衝合

蒋髪は普萢開先を坂らず迄行う。V型やX型の開先をと
る場合でも一般に開先の肩〔並行部）を残しておく⑥こ
れはこの溌湊力溶込が大であるからで，同じ理由から，

接手の間瞭も手漆陵の場合に比し，ずつと少くしてよい
のである。叉この溶込みガ大きいと云う特賛の鱈にこの

漉鴎こ於ては，迩鴬當金(WeldingBackmg)を接手の
裏側に歯てて溌陵を行う。この當金としては，普通郵板
のストリップが多く用いられるが，銅板ストリップ・を用

いることもあるし，溶剤を用いることも多い。更に，営

金の代りに接手の裏から一層乃至二暦の手瀞接を行うこ
とは，船蕊に於ける溶撰こしばしば用いられる方途であ

る。一例としてTable､1に銅板叉はメルトの當金Iこ依
り施工される一層価合溌族の場合の標準作謙譲を示す。

の發生を少くし，溶接歪を最小眼に喰止める。
更'二叉，この溶鍔桑作，即ち電睡，電溌，速度の調整

力､ら稜撰奉の逢りに至るまで，總て髄氣的管縦装置によ

って自働的に行われるのであるから，手織妾で要求され
ているたうな，個人齪溶巽按侭と云うものは，もはや何

等重要性がないのである。このことは亦,、自働繕瞬二於

ける極めて重要な磑徴の一つでなければならない。

但し，溶接量が非常に多量な爲と，一定の速度を保持
せしめなければならぬ膿係上，こ範溶凌法娃水平に近い

比較的平坦な場合にしか使用出來ぬ短灰を持っているも
この自励涛鐸畿の主鶴になる部分をウェルデングヘッ

ドと稲し，海妾部に瀞剤，漉陵捧五涛接電流を供粉する

役目をなす。溶接棒Iま勿読裸捧で，16災位i二切った直線

棒を用いることもあり，コイルとしてリールに捲いて用

いる場合もある。溶撰素と母材の満隔ば非常に敏感}二作

働する糖殊な自働菖制装澄によって轍に一定に保たれる

ようになっている。このウエルデングヘッドは，自身が

固定していて溶接すべき材料が動く場合もあるが，船膿

卜
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Tab1.1軟鋼一層溶接衡合接季竹業標準表
(ユニオンメルト溶接銅父よメルトバツキング）

I

’

令

土
Ｔ
黄
’

！ 』トー
-劃岸一s

（
ノ

｜

I

｜間隙
S吋
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１
３
３

一
一
一
一

０
０
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－米國の緒暖溶接一

ユニオンメルト群譲に･依る隈肉群撰ば'手溶接の壌合
に比し溶け込みが深い爲，脚の寸法を小さくしてよいわ
けであって，現在一殻にこの小寸法Dものが使用されて
いる｡脚の寸法が3/8"までの隅肉雑ならば,溶接部を
傾けなくてもよいが，迩総溝接表面を出来るだけ水ZIEに
保つ篇，漉遥物を水平の位置から20｡乃至45画の位澄ま

で傾けて瀞接する方がよいのである。
ユニオンメルト溶接に依って得られる溶震金鰯の鞍理

的性質は極めて蟹秀で，但淡素銀漂準經0,505〃の全溶

満金罰試験吟に依る，湿度試験結果わ一例を次に示す。

降伏黙．．…．．…..…40,150LB.□〃

抗張力･……･……･66,702LB□〃

仲張率･'．．…･･･…･･37.2ｺ‘標鮎距離2〃
断面｣膠繊率･…………．､62.1％‐
衝窪舷･…．．…･…..24.0FT-LBシヤーピー

此のユニオンメルト溶接法は,AInerZcanB.lresuof

Shipping,BurezuofMarinelnspeztidnandNavi-

gationoftheDePar.trnentofCognmerce,LIoydls

ResisterofShipping,及UritedStatesNgWy等によ
って多くの船腿溶接に適用せられ，その僅秀性が賓誘さ
教ている。一

’
於ては，フレームに錘鋲を用いた外，蕊んど全面的に溶
接を用いているが,.更に特筆すべき相異は，ユニオンメ

ルト溶接の目畳しぃ涙躍である。個人的技緬二大き力依

存を餘儀なくされることば,･從來の手涛接に於ける最も
大きな弱熱であって，我國に於ても早急に篭鐡さるべき
問辿であろう。

然し，戦時急遜蕊蟹豊を一つの大き方條：小としたこのリ

バテイシップの施工法が，必ずしも舩睦溌接として理想
的なものであるとは確言出來ないのであって，その後リ

バティシップを含む氷國の職時念遜謎遥溌陵粥が，その
溌奏瀧造の欽焔を露呈し始めたことも報ぜられている。
とはいえ，これは決して船燈識菱の否定を意味するもの
でないことは勿論で，営時これに識する委員会も涛接施
工法そのものの猷階よりも，むしろ溌妾購造に對する．蔓
計と濁料の欽瞬こその原因を見出し，芯蕊的にその對策
を明かにして船鰹溶接の發展を推進せし．めている。
殊に現荏,A.B.Rule.に於ては；溶接に閾する操定

に相溌の紙数を費し，自励涛接の楚蝿に就てもこれを大
きく取り上げて’舩鶴溌接に對する關心の程を示してい
る。

Ｉ
ト
ー

I

#Tている。1942年，米國遥船協会の秋期大会に於て,D"il
7．結言arnott氏が「無臘港接は今や趣しい將來を約束されて，

以I:リバテイシツフ・を通して，米國に於ける船繼溶接躍進的進歩の段階こ入ったのである。米國の迅船賑に開
施ﾕ.要領の慨要を述べたが，從來我國に於て行われて來する限り鋲繊造の簡船C建造は殆んどあらゆる船級に渉
元施工法に比し，極めて大鵬に厩範閏に溶接を駆使してって省みらわなくなったように思われる｡」と述べてい
いることか窺われる。例えば，我副二於ける群接プロツることは注目に殖する。

クの建造法に於ては，少く共，船峯に於けるブロック接(ShipRepairFacilityYokosuka)
手ば一紗に鋲撲していたのであるが，リバテイシッフ.に

日

’

や

､ハノへ／己全戸シ~･グﾍジ■雪へジﾍゲﾍﾉﾍ〆ヘジヘダヘゾ､ザ､色グベンヘゾ､／､〆､ジヘダ、ハノ､ざ､〆－－、ハゾ､少

（21瓦より） う の が そ の 本 義 で あ ると考貞

此仁関1系は，ところで’筆者域更と槽と何れがより早い時代砿
めてクド父ド述べるまでもなく，甑原捷であった力､も未詳であ堵
'二民衆は日常無意識の内に此の間ワ今日我々 が知り得る限りで鵬
表裏関係を会得して，日常用語に中迩應する如き一つの意義しズ
に生力､して居る力､ら面白い。即ちフれない。
ネとし､う言雄がそれであるが，ﾌ職と此の嫌なことは英語のVf
言えば氷を排除して浮ぶもの,梢(例る語にも言えるのであって，
えば濃棚）と言えば逆に水を容れるvesselと言えば汽船,Blood
もめ，として辨えて居る。そして此と言えばm&管である。但し、
の場合フネという言集は決して別系場合は語原はラテン語のVe

銃のものではなく唯一つ.D言葉なの即ち小鉢，′'､壷である。そ’
である。筆者は残念乍ら未だフネな職迄一つの言雌の意栄内容ズ
､る言葉の語源を明かにし得ない。然はそのままで，例えば湛えノ
しその水密性を持つが故に，水を排浮ぶものになったり，全く；
院する.と共に盛容れるもの,といに立った意朱をも同時lこ持

ハハ淫へ／、〆､〆､～、グへごー、〆、グヘー､ごう一､"へ〆､〆、

｜

’

うのがその本義であると考える。鋸

と槽と何れがより早い時代迄フネの

原捷であった力､も未詳である。然し

今日我々 が知り得る限りでは雨者に

迩應する如き一つの意義し力考えら
れない◎

此の嫌なことは英語のVesselな

る語にも言えるのであって,Steam･

vesselと言えば汽船,Blood･vessel

と言えばm&管である。但しVesselD

場合は語原はラテン語のVessellum

即ち小鉢，′1,壷である。そして此の

職迄一つの言雌の意栄内容が，言葉
はそのままで，例えば湛えるものが

浮ぶものになったり，全く逆の立場

に立った意朱をも同時lこ持つ綴にな

ることは，よく注意して言語を考察
するならば’相当数そ“例を學げ得
るのである。即ち端と中央で億大鐘

ハシ"､シ－～

な相違であるが，此の端と端とをつ
ノ、シ

ないでその中央に在るのが橋であり
此の場合、ハシは國讓学的Iこ言って
別ものではないし，竹の節は古くヨ
と言われ，節睦瞳切りの意朱を擬つ
ガ年代腱於ける唾切りと唾切りと｡
間ン世代であり，ヨである。此の場
合、ヨも実は亦別系統のものではな
いのである。･･････然しフネの問題･〕
話が此虚まで來るとr船の科学」か
ら総bにも遼疎かることになる力､ら
此の過石筆を棚く。

｡

(多賀工業大学教浸）
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恩･弓夢ているのである。大局的見地に

丈って造錯政策を立て，船潤引き下
げ(さ恩ｨ､切った庭置を譲歩べきであ

る。

第5次新造船と改A型戦漂綣改造

に多額砥見返賓金が割り当てられ，

それに外國紹の受註で年間大凡300’

億圓という膨大な金が造船界に流使

込むというのを聞いて，そめ60％,

180億間は他工業に流Izるとは知ら‘

ず，ただ単匡造諾所を利させるだけ

だと妙な眼で見て，輕冷しく謎船を

論議する者もあるようだが'｢何iこ業
界に実状に暗い逵中だとはいえ迩憾
至極な話で，こｵ?等に対しては大い

に啓蒙すべきである。虚で海迩業者
を満足させ，旦つ各國籟予裡に外函
艘、註文を取って來るためには，如
何して船臘を引き下げる力､ガ焦眉の
大問題である。それには血I洞したら
よいであろうか，浪人の榎いている
思い付きをここに少しく述べて見た
い。先ず第一に取り上ぐべきは標準
緒c問題である。

標型船といえば今次戦零の始めに
船復増加を急速に能率よくやるため
各造鋸所は戦時漂塑船所課.戦隠船･
建造廷切り替えさせられたのである
が’喪失船榎の増大と共に戦霧末期
砥戦漂謡二至って1才船主は勿論船員
からも進だしく嫌われ，また心ある
造船家からは極めて非這い掛評を招
いた程改悪されて仕舞ったのであっ
て，そういう船D有諜を見たり聞い
たりしている人逵には，標難船とい
う言葉を聞いただけで身の毛のょだ
つ思いがするかも知れない。しかし
抑も職穏蹄こ糟ぎ付けるもとの型の
標難船が出來たのは戦前であって，
これは能率的に廉く船を造り上げる
上から企圖されたものであって，こ
砥思想臆硲闘を箙くす愚訟で古くか
らあり，また誤った考えではないの
である。ただ其の当時には差し迫っ
た問題もなかったので，標難船設汁

痕 人の寝
一
一
員

ヴ

－船痩引,~Fげと標準船等の問題一

ついむこじ

国士か狭小となりしかも費源には

乏しく，人許り多いこの國が自立經

済瞳確立しようとするならば，先ず

原料を海外に仰ぎ，痩良なる．業製
品を安慣に造って’どしどし楡出す
るのヵ何よりもよい手であろう。宣
易ぞ隆盛にするには，また自國の海
蓮業を盛にし，自分に船で切りを運ぶ
べきであることも論を俟たない虚で
ある。例えば燕入鐡砿石の運賃ガ原
偵の2催にもなって居り，しかもそ
C運賃を他に支挑わなければならな
い現状では，原料の値段が高くなり

．従って工業品がおのづから高くなる
の陰無理もないことで，これを釘開
するには自國の震諾冨.再建が急務で
あるということは今更喋々 する必要
がない。また戦前の満船か，稼いだ愛
易外遡定の素晴しかったことを思い
浮かべるだけでも，この貧乏國とし
て．は再びその磯船歎の復興を急速に
・計らなければなるまいと誰でも考え
付くであろう。第5次新造離計認301
菖隠領はすべて航洋船と指令された
ti,また29隻の政A浬戦攪船の航洋
向き殴造力許可されたことは，今後
の浪迩界のあり方を示唆されたもの
と見てよかろう。

ときに主堤した事を姉っているが，

当時浪人はこれは氏の悪趣味の然ら
しむる魔であって，別に歯牙にもか
ける必要感ないと感じていたのであ

る。事実，戦時急造、極めて能率か
悪いスクラップされるべき運命に

あ愚船に，今更ウインクするのは如

何かと考えられるのである。しかし

鋸闘高から一部'二は眞創にこの問題

を再燃させている向きもあるが，こ
の裸肺船ガー時的Dものならばいざ
知らか，これガ本質的pものとなっ

て新造船が全く出なくなるとすると

造船所ほこれがため大打繋を受けて
そに機能を失1,,永年琶々 として築
いた造船業p地盤は，恐らくは渡減
する遜命を辿るであろう。そうなる
とこれは一造船業の問題ではなく’
國家として考えなければならない事
であって，國策としてはかかるまず
い方法は深るべきではないと思う。
何となれば造船は綜合工業であ．b’
1隻お船を建造すると，造船所ガ使
うのは繊力にそに建造数ﾉc40%であ
って残りの大部分60%は他ひ諸工業
に配分されるDである。従って國内
の諸工業｛よ船りこ建造の盛になるに伴
って大いに活溌に動くのであるし，

特に外國淵を引き受けるとすると，

それによって貿易尻は著しくあがり
國内産業は芽をふいて賑わい此魔'二

自立經済確立の途力開かれて行くの

であって，造船がこの確立に寄與す
る廃極めて大なるものがあるからで

ある。浪人力造船屋であるために我
田引永の識をなすのではないが，日
本の如き國では造船が亡びる時には

國もまた亡びて仕舞うときであると

’

しかしこれからの問題注船便が高
過ぎるという雛こある。溌運界では
國漂運賃マーケットの不良力勵う､ら
今の船憤高では運航採算が採れない
･ので’第6次船に対して(さ船主側が
肌込みしているとも聞いているし，
政はまたリバテイ塑船､鋤I鶴ガ問
題二なっているとも聞いている。こ
のリバテイ亜船D借用という問題は
先きに俄田勢一氏力鍾輪大臣だった

4F

I
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一浪人の窪言＝、一

1．

には各造紹所とも蕊意は承く，どち

らかと言えば二流所唾設計者を出し

てお茶を濁したため，諾主を満建さ
せるものとはなって居らなかづたの

である。戦漂艘としてはこの型を採
用ししかも次第に改悪したからこそ

問函となったのであって，この採用

の初期，浪人は北日本汽賠D野村就
長や大阪砿維乙和辻春樹氏と勝來.つ

標刻.船ﾉ､あり方につき論議したこと

力電あったが，両氏とも径良な標淵紹

に対しては浪人の意見}二対し反対式
な力､つたのである。

同型の標準諾を同一造船所で数多
く造るという率ば，紹彌をさげる上

に大きく利いて來るのである。若し

同一型のものを少なく共4隻，同一
造船所二引き続き建造せしめれば，

そ広節4紹紘第1謡こ較べて所要工

数ケ残んど半域するのであって，こ
の事濫甑に賎言に造船屋力能率とし
て述べたから(本謎第2雀第5號)こ
こには鍵b返さない。標灘艘ともな

れば機関二ついても同型賠二は同じ
ものを入れるである:うし，郁機願も

統一されて同じものを各造船所歩使
うからその註文を受けるメーカーは
年間を通じ，そ唾製造すべきものの・

数を熟約して貰えるので’製造に当
りこれを合理的#二多量生産方式とな
し得るから，そめ照侭を引き下げ得
る鞭よ当然である。艤装金物の如き
ものは標泌鰡二対し金物制式を定め
騒装金城会批を塘養してこれにその
鯉遮を委趣勉ば催良品を廉く造って
賀ぅ事が出來るであろう。船自体が
廉くなりそうして謡ことりつけるす
べて鯵物が廉くなれば，離職の下が

るのは火を贈るよりも明らかである

ヵ､ら，今一度癖(!船型作製という郡
を眞剣に考えて貰い度1,のである。
この標餅船:､設諦こは関係の船主

側も造船所側も本当に協力しなくて
はならない。そうして船主mll.c一致
した希望を取り纏め，一流p設計者

を集めよく詮議してこれを作り，戦

湧.船か愚を再び繰り返さないように

する事ば勿論のことである。また標
難船の型が定まって仕舞ってからに
しても，何時迄もこれにスチックし

なければならぬという事ばない。鋸

便が廉くなる庭迄体数を作りさえす

れば，あとはまた種々と數良型を工

夫するのは当然であり少しも差支な

い事なのであって，要は徒らに一諾
主や一通船所、趣味で，無囑に少し
づっ運ったものを造らないようにす
ればよいのである。なお浪人は最近

出來に貨似船を2，3見せて貰った
がアッコモデーシヨン当りには誤っ
た民主を義の現われだと思える節も

あり，また船員Z数等も種冷と事誇
はあるであろうが，多過ぎるのでは
ないかと見たのは僻目だろうか。こ

ういう事乞船価誹高くなる因をなす
ものであって,襟囎-対しては大
いに稔討して貰いたい虚である。

緒臓を下げるために爽二やるべき

事!ま，僅秀な技侭をもった能奉りよ

い，そうして施設毎完備した或懲完

術し得る遥譜所、外猛企業陰術する

事である。今や造船系は根本的Iこ大

手術大切開を施さなければ，將來性

が危ぶまれる時期二達していると思

う。遥絡所、現状を見るに，そ佐新

造船建造形態は砧んど線香花火式で

あって，起工迄にはアイト‘ルが出來

起｡後式また竣工期､関系から多赴

の遼巡時間過務を溌儀なくされてい

る。從って1隻.I二船c建造識こはこ
のアイドルや避過遡務乙喪用を含ま

せなければ造船所‘式成り立たない。

ここに贈蘭か高くなる大きな因があ

る。造船所こばアイドル等わ出ない

ような作業計溌を立て得らるる最少

砿度雷新造船数、遼時《二あることが

典‘要なのであるが，今の欣態では造

船所が多すぎて，そういった鋸、配

分ほ極めて耐.雛であるし，また臘來

に対してもその可能性があると臆思

えない。

浪人は賠償関嬢のアドウアイサリ

ー・コンミチーが出來f?If,そ色遥

錯関系の委員こ引き出される事とな

っていた時，敗戦後の園内造語能力

は大に過ぎて全部の迩営式出来なく

なるし，従って企業震備の時期銭必

然來ると思うから，こちらから進ん

で賠償に應ずべきが,造紹ご特叉性
だと．賠償薦め関緊官に言ったことが

ある‘そうしてストライク賠償案が

多少の修正こそ要すれ，日本つあり
得る炊態を良く考えてあるようだか
ら，こｵ?を骨子として飽く迄進むべ

きだと言っていたが，この考えに今
でも変えずに持っている。しかじ階一郭

侭問題は，最後的に決定した露では
ないけ#?ども，共乙後刀弛韓曾見憩
い｡現状で進むとすわば,最早企業整
備断行、苦しさを，賠農におんぶさ
せてやる課にはゆくまい。そうかと
いって爵督官官晦にも造鋸l業会二
もその力が無いならば，これは自漆
淘汰を待つという駁階1こ階ろであろ
う。そうなると必ずしも礎秀造船所
か残ると限らないから，あえ鮎･童は
人蔦的な自黙淘yk法：こ向けないと紹
償引き下げには役立たないであろ
う。但し智恵のない話だが，浪人こ
はその方法に対じよい提塞が出来鼓
いのは鎚含である。要するに自.･･･淘
激に人鰻的さ面を加える方法に問題
があるのであって，やりよう力悪い
と反って，妙怠結果を生むこととな
るから注意を要する。浪人の岡目で
見ていると現在金副方面>､“睡力
だけで’2流3流どこ力活きている
と感じられる節う､ないでもないので
ある。先ず鋪一にこんな率を排躍し
ないと健爺な工業日本は出來上ら較
い°切開手茄に血の出るの侭つきも
のである。問題はその出る量の多少
であるし，その始末力｢何であ愚。
次ぎにまた遥船所豊作業が圃淵ニ

行き低硲質で引き合うようになる馬

１
１

１
１

１
１
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一錯一の科学一

めにほ，そこに若干の下請協力工場

ヵ是訓共要るのであって，この問題

に露に造船と下請会赴と題し窪言を

並べてある。（本説第2巻第6號）

廃で其鍾後の造諾兎の有さまを眺め

てり､ると，暫らくに問ばこの下請工

場二中小造船所が意を決してならな

いと，その訂続ゎ際しいもの力沢山I

？.-るように思える。今はもう大小造

醗所ケ互に睡夢合う時期ではない。
零忌ろ船:閲引下げとその存続pため雨
者二完全な協力が望ましいのであ
Z。そうして下誌会牡となる魔でば

~チャーヂが減るようにそに機溌をか
えるべき腫勿諭睡事である。

歎下誌会就に関してに職業安定法
便遥用雅.方力､時々 問題となるよう
である。兎かく出先官憲に法の蕊祁
を岨噸し得ずして，法を殺すことが
ある。職業安定法隠所詔ボス退治搾
駁者取締か主;1唾あって,善良な下
蔚会読を健ばむものではないと思
う。遥船所丙に於ける下誌会祉のあ

け方&二ついては，よく法を活ｸ､すよ

うに関係官聴ガ動1,て臭ｵ?ないと，

こわも或船質を上げる原因となるの

である。

官臓に関連して序に述べると，被

占領下の日本とては客種的淡勢から

そうそうは敬事が徳単瘻行かぬであ

ろうし，また主務官臆としては，如

何にもなし難い他官臆とに関連事項

のある事歎ど百も承知であるものの

新造船計謹の如言は,さつきとこれ

力．定まる力定まらないか尤紹蘭に影

樫する慶大であるのであるから，淡

い意朱で征関察官に努力協力を一段

と希望するのである。なる程一通船

所･』.年間何1億の仕事をするという

と愈何:こも北"しいが定まる迄に数

ケ月を要し，定まれば特急工事とな

るようでは，上に述べたように線香

花火式となって建造費を波強するこ

ととなるのである。

造錯所を廻って見て-歩くと書類の

多い事こ驚く。糺怖湿済として止む

を得な力つたためではあろうと思う

けｵ7ども，これが篤め広間巽二r貝ワ

多いの{こも驚くのである。事務閲系

は現場工員10名に対し1名わ捌合位

で済むようでないと，間竣識があが

り過ぎて船融こ影霧する。統制簿枠

は次第iこ減るようだが，官鴎側とし

ても班面倒な諜頑の減るように努め

なければならないと思う。

紹臘を引き下げる上#こ瀞俊燕11用迩

賦疹鍾大や，雌.説2.完鮒が大きな役

割をする事ば，既に繼言を並べたか

ら此魔には省く，優良鋼材の出現と

そぽ安慨製遡ざ･船個を引含下げる上

に重大な要紫をなすものであるから

関係する方面で大々的1こ研充をして

斑I度;､。淵l材迄僻入する溌なこと

となっては蒲ない。

今や園を典こす爲め，園内のあら

ゆる方面で，迩紹を盛にする方法を

眞刺に繋意を以て老うべきであると

思う。

一

ゴーーー、一ーヘーヘー､へ一一一へ一、＝、戸ゼヘー、デヘーーー、一一戸、ダ 一
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船舶電氣装備
A､5．4C(>翼定価450円（〒35円）

卯i川脇進鶴電氣溌長三枝守英著
分刻排申込金185IW(〒濁円を含む）第二回150円
（配木後1月以内）鋪三画5『､円（配水後2月以内）

遡鰹

－も8－
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海外トピック

ソヴ、ィ エトの溶接

ソヴィエトに払ける溶凄の發逵

ソウイエトに於け尾溶婆の歴史は

19世紀初期にさかのぼる。1802年始

めてペトロフ(V.Petrov)か電孤

に実験を行い，降って]882年ベナル

ドズ(N、N・BGnardos)が盆厩溶

接に炭素電弧に使用を提唱した。18

88年に憾スラウイヤノフ(N､G・Sl

avyanos)"｡@電氣蟻造，’による溶

鉾都ち裁属電麺棒による電孤溶撲わ

時許孟取った。

第一次久戦までは他國と同様ソ連

iこ於ても溶拶の使用ばごく限られて
いたが，大戦後革命を經て工業開発

篇歴に関連してこれに対する関心が
兜巽つだ。
1928年溶接部門刀技術家の第一回

会合力．行われ，これに3‘続いて殴府
施策として電漿溶接装遜と電睡棒D
生産力開始された。1929年雑誌Av-
togennoeDelo(溶接）発刊。1930

年溶接家科学郷臓髄会が生れfl932
年典府から生産品名簿力､発行されこ
熊‘二値溶陵体使用力､義務的に課せら
ｫっていた。概準化えの歩みは'9”－
3'liFIこさかのぼる。
この時政府文書で溶接按手諺設計

と許容尚亜を取扱った。
これ等p文書とそに後C賓料をも

ととして多く"研究ｶ゙行われ溶接は
エ業上戒く使用される糠になった。
，粥5年スダハノフ通勤が起り標準の
臥訂が行われ，能率と生産の増大が
膨ヵ､られだ。
應力部跡や撒迩こ溶接を使用した

のは1920年代の錐りから1930年の始
であ島。

，935年までに鐵道車獅建造に於

編集部

ては鋲の代りに溶接ガ用1,られ，同

年から使用されたスパン45mか鐵道

橋は当時世界最長の藩接橋であっ

た。

モスコ・ウに藩接工及溶接薪.門家の

譲成所が出来たのは1931年で，1933

年にこればモスコウ工科大学に合併

され，閥､基礎の上に訓練を‘行うこ
ととなった。これに関して一言すべ

きは種々 の藩技法の理論と実欝及び

溶接の雁用を取扱った多数激糾替
ハンドプ.ツク鰺出版されたことであ

る◎

電弧溶接

電孤澪接に関する限りに於て最も
関心のよせられたのは,溺蚤棒と被
覆の副良及び高張力合金鋼の搾接仁

関係する率項である。この方面で注

目すべき收薩はUONI-13と総せら

れる系統に電極棒である。心線は炎

素鋼で，被覆はCaOIこ富む亜騨諜性

涛澤を形成する。被覆の大部分は韮

本的､こ大理万:(50～57%)k"9.，8)

鐘飛(15～18％)から成ってい己。笠

石を加えるのに流動性をよくし，凝

固盤度範函を調節するためである。

棒1二は合金蝋(Fe-Mn,Si,Al,Ti)

を含むこともあり，被悪ば必要最つ

珪鞍ソーダ（世流用）珪酸カリ（交

流用）を含む。合金蟻はこれを溶接

金属こ溶かし入れるためと，脱酸鑑
及晩窒素(Fe-Ti,Al)のためとで

ある。脱酸素，窒素の謹果により勘

の状態が靜となり，沸立や火花をと

ばすことが減がる。こ‘二型式鍾捧で

得られる溶接金属式引張強さ45へ85

kg/mmg,延び15～30%,衝盤値9～

30kgmmZである。普通の軟鋼及合

－ 39－－

一ソヴィエトの落接一

金鐙何淀もクラックの危瞼なく溶接

ガ出来る。この棒のおかげでそれま

で殆ど不可能であった若干②合金鋼

仁溶湊ガ出来る綴になった。

これとは別匡もつと基礎的な電氣

冶金学，物理化学的歪面に研究が行

われた。即ち溶津の含有物，蕊分布
ガス吸清，瀞接金風の腕酸素等諺研
究がある。

こ(r分曄こ於ける調査研究の一は

溶接金腫のオーステナイト澄子D大

きさに及i毒電弧電流r薩流'蓼流）

孤長，溶撰辺度．被痩の厚さの影鍵
に関rろもoである。~これ臆結局溶
接金属中の窒化物乞核唾数によるも

の④様であ屠・而して窒化物露形成
に電孤誇特i生とそれに伴う活性窒素
征発生によるものである｡

○

溶接塾度をあげ又は他のFIMiを得
るため特珠鱈手蒜接の方法も調蓬さ
れた。一方法i式一本の被覆の中tこ約
1～1.5mxn離して保持された2本の
平行電極棒.曾間二職1立の電弧を発生
させるのである。これに膳特兼のホ
ールダ－ｶ．要る。双Ⅲ棒による能率
は，単鉦樺乙7.6～8.5gr/Amphr
,に比し15.6～20.0gr/Amp/hrであ
る。父直列lこ製誌された2本の棒と
2本②電弧緩剛い2人又は1人で雨
手で擬作する方法もあり，互にグッ
ク瀞接した2～4本一束起電極樺を
使用するものもある。

自働溶接

ソヴィエト科学学士院電氣溶接学
会のグループばバトン!E.0.Pato
n)の指導の下に1940年より装置，フ
ラックス,心線榊腱技称及その雌用
の全体ごついて，第一歩から研究を
開始しﾅご・大部分の研究漣困難な戦
時中Z､悠也Wﾉ下に行われ，このグル
ープばウラルの一工場へ掃退せねば
ならな力･つた。

この研究伍最も迂要な結果は疑も
なく，心線を透るための定速ヘッド

’
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の発塞である。アメリカで最初出来

たものば心線D逢bの速度を変化し

て電弧浮睡を一定Iこ保とうとする電
氣制御を備えたもので，これに比し

非常lこ麓恥こなった。

定速ヘッドはフラックスの暦の下
にある電弧の自己制樹作用にもとず

いている。この作用はバトン達ガ発
〃

見したもので，電睡従って電弧、長
さが滅少すると心線の溶接爵速度を
増大させる。逆に電睡従って弧長が
増すと溶謝迂度う琲常Iこ減ずる。定
逵邊りでは安定な電弧､ま溶爵遜度が
心線の邊b出される越鴎こ正確に対
應することを要求する。こに関漂が
一崎的.こ飢されると自己伽閥作用で
修正され，上述する所《こ従』､電弧長
･に少を変化をひきおこす。併し被覆
電弧蓉接の状態ではこれは群接に大
した龍響をもたないであろう。祷錠
裳術の見地よりすると篭孤睡を一定
に保つより詮b透度を一定こして作
鋤する方が有利である。前者では溶
接の過程との莚結ｳ･間接的で，あま
り確定的でない。

雷､被裂謝下の自助藩技法で低災素銅
を癖接する時，群接金腫、細成には
通、とSiの双方を入れることを必
.要とする。Mn"Sど結合してクラ
ックを防ぐ。最初はMnもSiも心線
から供籍した力後にSiO塾とMn化
合抜特1こMnO力､らなるフラックス
の組成が進歩し，普通に低災蕊銅の
電睡棒が使える裸になった。フラッ
クス”電弧女定性:ご及ぼす影襟も研
究された。フラックスに蒸氣がイオ
ン化され易』､かどうかく関連してラ
ララッークスにCさOが多いと電弧域安
定しCaF2力多いと逆になる。
現在ソウイヱトでは自働群接謹が

生産されている。適当な変睡羅ヵ･発
達し電氣溌蔑学会侭種庵の涛按作業
のために殆ど200"D装置を設計し
た自力推進,I,ラクター型涛按機が
気成し，その～に小型院雑用pもの

があ遥。シームに平行;こ欺いた輕レ

ールの上を走るものでトラクター上

の短い柱が旋回碗の中央を支え腕の

一端1こは溶接ヘッドとブラックス落

しロを，他端には溶接心線Dコイル

をのせている。心線は鯉3～6mm

が使用出来,電流300～1200Amp.溶

接速度4～55mlhr,重職菫力､135kg

である。又大型の方では厚60mm以

上の罐板の自脇溶接に設計された大

型の定速へシ1,,がある。

このヘッドは電流600～3000Amp

で6～10mm煙のコイル妖心線を虞

直にのばしつつ.5～2mﾉrninの錘度

で遥り出す。現在自働涛接機の標準

化が大量生産の準術として老えられ

ている。特廷標準溶陵機ヘッドの÷

スプ画が企てられている。

自殴溶接技術は溶接遜度増大の方

向tこむヵ､っている。2000Amp以上

の電流を用い’00～150m/hrの速度

力得られた。この際電種棒ばシーム

に対し涛接方向にある鴬度だけ傾け
られる。

が試みられたbガソリンを蒸化する

ため電氣で鷲熱するトーチと，蒲熱

を行わずガソリンを識め徹識化すら

トーチと力設計さ水20m表での水深

で使用された。

酸葵電孤水中切新法にも謝意ヶ描

われていを。經塗によるとこfﾝ方.夫

は艇人最有効なことが示された。醗

素は管!i).銀電壁棒、中を通って似論

され，電極棒、端と，切斯すべき物

と広間.こ電孤がとんでこれを熱する

のであるb上上較的高償な鈴_管電醤.擁

の雅蜜を減ずるため.炎尋及カー顎ラ

ンダム電慰棒が試験されていZ。

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ汗

|’
舩休構造図解説(グラビヤ10頁ノ

我國再建D韮礎たる重黙至業、

一つとしての造船一関連して溌接

".IH腿となり，新罷雑誌力ら，所

詔技術白謹二まで激勵とも悪口と

もつ力ぬ溌接論ｳ､現れるに到つ

・た。事実第5次造船計勤ご提出さ

れた岡面を見ると，巍在我國造維

に対する溌接か遊用範函倦意外Iこ

狭く，戦前諺研究わ成果さえも充

分生力･されて届ら囎様に感ぜられ

る｡もとより潴接棒及鋼材諺質,溌

接上応技価，船主側の現理，その

他我冷局外者p思11,到ら砲厭離も

あることと，推当者、苦心は察す

るに難くはないが，そに間二あっ

て，播蒋，川謄，浦蟹，拠見等、

第5次鍋職漬のパナマ向脚“皆

等，溶接世用への蔽撞的掛意式鞍

服に堪えぬ所である。

蒋接職遥仁計識二当っては，群

接脳序，引DJ､ては組立の手噸を老｝

えねば充分でない。各ブロック鋒

唾溶接'臘序は圖中に示すこととす

るが'組立噸序は必ずしも明でな’
し鮎もある。此跳よ出來杠{:他、

賓糾力．ら参考的iこ引用する考であ

る。更に米國で現用されている基

本的溶接接手も記号とともに紹介

する制定である。（鯨者記）

１
１水中溶接及切鰯

こ＊等減戦時ロ要求から急激に発

達した。

クレノフ(K.K.Khrenov)の研

究は水中での金属の涛鳶及瀞接力実
衡上空氣中と伺溌に起ることを示し
た。但し電弧電睡及電流よう室中と
同じ溌副越度を得るため少し上げる
血要がある。被擬こは氷がしみこま
ぬ機パラフィンやアセトンに溶か

したセルロイド等を混和し，又は類
似の鋭作をする必要がある6級蜜の

組成は棒ガ燃焼するとき電弧･ﾐ対し
僻謹、おほいになる嫌に考えねばな
らない。被遜に離化激を含ませると
有利である。

水中切瞭法として以前:こはソヴィ
エトで(戎使われな力・つた方法を第一

歩から発達させた。酸永素焔法力改
良され，一方ではガソリン賎鶉焔法

I
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－船.雛用直流3線式配電盤iこ就いて一

’
船舶用直流3線式配電盤に就いて

－協立丸の配電盤一．

松 平

I

_■＝

学

｜
緒言 本論

今日陸上に於ては電燕蔑能“時代となり我,4の生潰二 直流3線式發電機
切り離す索の出来ないものですが，過去，紹舶に関して

は左程郵要硯されず寧ろ嫁らわれていた識二見受けられ 薩流2線式発電義を2個直列に結んで使用する場合§

ましだが，漸次電燈及び締機に取入れられ，ステームシありますが，職立丸に場合土bobrowalsky氏乞発明芝
ツプより，モーグーシツプと殻自体豊変化した結果盆をるものを使用し此蕊でもそれ(二よった場合を述べて行き
その需要ざ盛んになり，もうもうたる湯氣を立てておつます本磯の議呪式一臓蕊者諸兄御解りの事とし話しを蕊
た衲濃，甲板殻械は殆んどスマートな迩亜嬢二その姿をめます。
｡代えつつあります。 盤の種類及び構造

それに從って船に発電誰もその容量を次第に増大し直

流，灸流共こ400キロ，500キロを越えるものも出現し，宗・’・逹方操作式（デツドフロントタイプ）鐸
今後オール電化されれば更に大なる容騒⑧発電銭も出現2．直接〃（リプフロントグイブ）
する事と思われます。そに発電磯の制御並びに負荷の鯛3.¥i面接〃 （セミフロントタィプ）
竜二必要なる酊電盤も父亜要な役剣を演する事は論をま （3は筆者の1時つけた名聡です）

たない虚であります。併し今迄閣内に於て,ご雛D蔀電篠遠方操作式は計器及び操作把手遮断器及開月器のみ.が
に関しては確固た碁規則もなく，また文献も有りません盤面こ出て居り活きた部分ば全部盤の裏に入ったもの，
でしたが，アメリカのA.B.S規帯及び英國Dロイド規発電農の容量が大きくなった場合大きな遮断瀞を盤間･邑
絡の!K'会と今回規定せられたる日本漉事笈会規則こより取付けたのではスペース唾関係及び外観も除b良くない
他の電氣機器と共i二配電盤も規定せられました，この実ので一熱ここの方法がとられます。
際の碓用に関しては尚幾多紅問題もある事と恩‘､ます。直接操作式は上述のものと反対二遮断器及び開濁器勵
ここで筆者I式浅学非才も噸みず，2，3の薊i電娯を手掛ち活きた部分力盤司に出ておるもの，

けた經議により本邦;こて過去齢り使用されなかったが，半直接操作式は遮断稲及び母線と発電菱の膝路器のょ
載後第3次捜堪辮f立丸に装備せる憶流3線式唖電鍵醤うな大きなもの丈を遠方操作とし迩型開淵器α~様な'1､さ
照会ﾔると共二自己の見聴を述べ識者皆様､御叱責を仰いものを嬢面に出したもの,尚御承知ゐ如く”耀創電
ぐ次第です。 氣的操作を司るのみでなく一種塚船内の装飾品とも見攻
"A.B･S･'ロイド及びNK規賂を見ていただけばすすべきものでありまして，こ‘乙設計.こはその美的債直迄
ぐ分る様な事頂よ紙面の関係上背脇致します。老職こ入れなくては偲秀な酊電盤ば出来るものでなく，
窓謬っため協立丸の発電銭の主要目を次こ掲げておきその見地より上に述べました3つの職造を虹‘何:こすべき

かを装備器具に関係より決定するものであります．.ます。
7j7150KW3蕊並列迩蝿出

枠組の購造
迩 "115/230VD．C・

・電 流652AHgこ主として用いられておる職遥茜上げれば
，中性線定幡電流163A①ボックスフレーム型（自立型）
極 数 6②壁支持型

回郷数1500rm ③壁取付型

三線方式耶桐式デツドフロントタイプは当然ボックスフレーム型とな
りますが’兼者としては經愈腓常‘こ小なるMG盤っ溌リアクター容量13.7KVA

腿波数75－なものば，壁取付型としても他こタービンが定格速度ワ〃

－41－
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－艦の科學一

15％を超えてづ1．常用ガバナーが作動し，タービンが停止
すると腹時に発電銭遮断器を開く様に働くオーバースピ
ードスイッチを不足電睡引外線満の短絡回路に挿入して
あります。

これば後種氣付いたのですか不足電窪引外し線論と直
列に入れておいてこのスイッチが鋤かいて線愉の回路を
開‘鈴こしておいた方が良』､と思ﾔ､ます。即ちスイッチ
の鍔濁をb接濁としておくべきです。

スペースヒ ー タ ー

ょうに，エポニーアスベストが一番良､I、と思1，ます。

併し戦後國丙品で僅秀なのがなかった様ですが，漸次

戦前品1こ劣らぬものが出て来ると思]､ます。値段何融>、

らですと鐵板が一番災い様ですが，鐵板〃場合の絶縁座

は相当品闘を吟米せぬと危嶮です。
１
１

接續

発電幾と勵電灌瀞具と仁接続で単一発電&及び分繼発

電銭の並列証蝿式大した1M腿もないが，ここでは3線式

複巻直流発電農の並列延縄を行う場合の代表的鬼種戚の

接続を上げて橡討して見ます｡節1図及鋪3勵含AIEE及

NKにて推奨して居る接続です。第1図，第2図さ発電

私用遮断器を5種とし，第3図‘よ

A･B.S.及NK規織こ操作回路に対しTは何の規定
もないが，協立丸の場合iざ発電磯用の遮断器ガ開路し丙

3種とした結線です。第1図ま配

電畷迄のケーブルは中性線,を入:2

て5本であるが，第2図，鋪3図

は7本となり，太‘,ケープ・ルか2

本雛分}こなります。

第'図謄発電護の負荷電流if"
むために図の如く発嘔鑑の本体の

中､L電流計分流群を納めなければ

なりませんし，又避負荷弓外し及

び逆流引外し装霊は，そ(Z二電沫線
輪2個を同一鐡心上に和動的至鎧
いたALGEBRAIC.TYPEのも

のでなくてばなりません。

併し第2，31郡ざ発迩機饒上で

負淌電流を篭む事が出来，街談装

。
ざ
画
一
Ｌ
戸
函
。
玩
吻

’ 第7園

部の温度力凋園濃度近Kまで下れ
ば，自側的lこス(ペースヒークーが
入り80･C位に上昇すれば切拠る
ようにサーモスタットを使用して
制御しました。

主司電盤ばスペースの許す限り
ポッ.クスフレーム型とすべきだと
愚､まず。壁支持型D場合減餘程
頑丈に何Il附所也船.D職造吻に支持
パイプを取付けないと,震動Iこ耐
えられぬ恐れがあり承す。

盤 の 材 質

現在迄では蝋板が一番多く次に
ベークライ1，板及びエボニーアス
ベスト板ｶ゙使用せられております
が,矢張り各規賂で推奨しておる

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｐ
抄
あ
り
馴
、
・
役
６
万
７
１
１
１

匙
剖
哩
ご
』
記
号
院

’
蕊2圏睦o･"ovOIt,a-w'"3"iffM,LozW"dw""gencratcvs
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一紹雛用直流3線式配電盤に就いて．－

計器，大瀧電歴計電流計共'二可

亜線輪故母線を流れる大電流:こよ

り大部影湾を受ける故，必ず鈴按

ケースとして遮蔽をする必要があ

る。又発電儀盤の電錘計法f'_線の

電歴も識み得る如く切換スイッチ

を設けて遥く方が並列通鱒冠時‘二

は便利広稼です。何故かと云えば

厩電盤用の計器懲普迩級で誤差も

大きい故並列迩鱒:こ時iこ支障を乗

した例もあるからです。

保護装置

並列迩郷の際ば，発電機盤用遮、
断器には，膜時逆時双遜負荷及逆
流弐外しを装備する事iこなってぉ

Ｓ
四
厘
芦
蚤
愚

｜
’

I

鰯3霊’暦-23o”唯3．抽唱“-'･畷.cc""函8e暉池"､｡

りますが’調翌鮎鐡及修理を容易ならしめ，且つ上篭規
定庭沿うため'遮断器には，臓時》1外し線輪と不足fE唾；I
外し線鯰を設け外にオイルダ.ツシユポツI,付迩吟眼迩負
荷繼電器及び迩流盤電器を設けこれ等の作勁により遮断
器の不足電睡線輪を短終せしめて，上の目的を達せしめ
たガ･何等支障のないものと信じて居ります。

上述の外iこ中値線こ矢張り過負荷繼電藷を渥いて警報
を行わしめて居ります。

置もALGEBRAIC,TYPEにする必要がな心接続です

又直捲界磁線輪は抵抗維少なる故碆唾線の抵抗はそれ

に比して更に倣少でないと，その謹果が鍼殺せられるの

であるが，この抵抗”ず第’図;こ比して第2図，第3図

臆非常《二小さくなし得愚率が出来ます。

第2図と第3図との相建は遮断器が5極か3極かの遠

い丈であります。
以上の30(C接続の耐何れを使用するかは，雄の大ぃ

さ.D制限及ひ經済的見地より決定すべきで,jf睡線か抵
拡簿問題を除j､冗寵氣的特f臘二は何等変化のなﾔ､もので
あります。協立丸の際は第3図を使用致しました。
筵断器，発電強用と勉電用とあるも．前者‘ま並列迦鱒

伍場合‘ざ接続《こより3種又感5種になりますが，定絡電
流典大体発電護の迩続定絡電流幻'25％以上に取るべき
7､jと思‘､ます。後者の電流容逓瞳嘩一負荷なれば，その
負澗電流Z)25%珊し,多数負荷に対して伯､NKX!:AIEE
て規豊してあ息導線の電流容量の決定方法と同一に決定
すべきでしょう。
叩問題となるのは遮断電流で，電流容量のみ蜘何..大

きくとざ遮断電流の'1､さい遮断器は甚だ危険で，必す電
流筏量と同時Iこ遮断電流を規定すべきである。併し各遮
断器の辿断電流を，そ鯨発電鰻の籍量!二よって決定した
舵を持たせるのも大変だから，協立丸の場合もそうであ
ったが莞‘電磯用の辿断瀞のみ発電機府･定絡電流の'0倍
以上の蓮断定終を持ﾅﾆせて・徹電用避断群を後援せしむ
れば，餓電用遮断器の遮断定絡は割合と'1､さいも｡でも
良,‘､と思・協立丸にて(さ発電機用餓電用共､二800Aの
筵断勝は10,000Aに200Aの餓電用遮断器は2,500Aに

１
１

器具の配列

、デッドフロント及びリブ・フロントの場合で配列号異り
ますが，リブ・フロン1,に場合ですと，発電嬢蟻式上部よ
り遮断器，計器，表示灯，界礎調整器，龍電器類とし，
下部'二侭線との断路器を装術するのを当就の標準として
おります。餓電盤D方は，発電機の籟量．ｼ､大きくなるに
從って，発遜幾用遮断器も形状が大きくなり，必鐙的に
盤自1承も祁当庭大きなものとなります。甑電艤の高さが
高くなると，匁型開.渦器では盤の上部へ取付けては操作
に困難ですし，盤の長さも小さくす雇擬こするた酌，電・
灯及び電力共に分電函を配置し，闘電盤上の匁型開場器
ロ数を少くし，各分電函えの餓電式遮断鵬を以って【--,
配電盤ひ上部.こは遮断裾を一列に剛し､下部tこ玖型開荊難
及び計器,鑛電静類を装備すｵﾏば,盤の外測も良く，操作
も容易で発電機の翁量p大なる蹴合に小型な闘滝盤シ出
来るものと恩,､ます。

協立丸に於ても大体l述唾様な配列とした結果，酉電
盤の高さは2,300mmを少し越し大船の盤上してば朴当
に高､ものですか，操作の容易な雛となく)ました。

致lまI_茨。
一

(明電苫。設計課）

－4 3－
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舵 と旋回性能に

關する覺書〆

、

－

鵬 井 靜夫
8/,｡全力（‘節）で回頭中の武蔵（筆舂蔵）．

英國では以後この方式は断念され，そ9ｺ後.壱主力緯呈に：

大型の一汝舵（半平蒋舵）ガ使用されたのである。

そ唾後約20年經って再びこの方法ケ日木の海軍で潤用

され穴。即ち昭和12年度新造計避に属すえ戦･篭.大ﾐnl武

識，航室副雛翔鰹，瑞鶴の4隻である。更に砿和14年隣
計護で腱大和型（信農）及び航室馬鑑大鳳に採用さお以
後.r新計蔑の大遥もこれに準じたのである。但し英艦と
異り日本②場合ば副舵は平斯舵でなく普通型であった。

8．圭舵と副舵（二枚舵唾続き）

船体中心線匡長さの方向}こ二段の舵を備えて一方が故
障の際は他方謬舵で街賭しようとする試みを始めて実施
したのは，1916年に完成した爽國職醤RoyalSoveregni
級であると記憶する。こに場合こI:前節廷述べた並ﾘ式
二孜舵とは異り，南方鱈舵減全然別癒舵協室に装備され
た二組の掻立系統になり，一方が散障又は損傷の際は他
方のみで舗離得ろ代りに，船体蝋進上一方仁舵娃小型
でなくてはなら路。即ち本来の舵たる主舵に対し，小型
の方を副舵又は補母舵と呼び，舵の大きさ決定憾主舵わ
みで1－分な旋回性能ウ得られる如く，即ち副舵の助けな
くして平常の揮硲獄容易こ行われる綴に計識されたので
ある。本遥は排水量25,750噸，速力33節一戦醤で，舵の
外形第20miこ示す通りである。この場合応方に舵の距
離力25尺に通ぎず，撰舵挫置の散障で主舵が使用不能の
場合こ催副舵力使用されるが，し力､し戦鑑として重要な

’

’

蕊21図戦艦大和型

大和の舵の形網さ第21圃匡示す通りであって批主舵
催我國で製作された最大のものであった。計班に当って
最初は縫首舵が研究されたｶ゙ 実職律結果思わしくな力つ
たので結局本圃D形式に決定され,主舵と副舵との距雌
は努めて大となる鎌にされ，一方が損慨した際も櫻艦が
可能である如く漕定された。而して主舵と副舵の硴取機
孤室は互に溌立しており，一価のテレモーターで雨方j
蕊舵が可能の如くテレモーター進動筒は三通式であり繕

%20図英圃職鰭ROYALSOVEREIGN型橋の街舵輪Iこよって主舵’訂舵を同時'こ櫛作し得る如く
3堯測画〃．,‘｣I握暁ジメIハノレー亡一グー疋鋤筒は三.砿式であり緩

駝面.股／水I-側面横なっていた。従って鰄行中一方.垣舵が念に故障して之他主舵’/“． 方仁舵を其墜観作出来る。
副舵I

大和の旋回性能膳数＃的§こ膳決して悪くはなヵった。
2ﾌ0

．合計］/36
しかし船体ガ何分巨大なので舵の効きがおそく，鼠舵を

似禦と云う見地力､らは，即ち舵の部分に魚雷等‘ｸ.命中す併用する時と主舵Dみて回頭する時とでは,旋回到繕約
るならば恐らく主舵も剛舵も同時に損侭するであろうか10％位しメ'得Iこならない。又副舵わみ使用して回頭する
ら大して有効とに思われない｡父本繼は四刺rでもあり，時ｲこは主舵の力を借りねば副舵心抵抗のみでlj定針する

－－44－－－
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一舵と旋回性能に関する憂書一

としての役には立つが，しかし溌縦舵としてこれのみで

操鑑する事ば殆ど不可能であった。この爲大和型に対す

あ艦首舵、装備が叉問題化したがしかし実施する迄仁は

至らなかった。（カット富眞）

蕊鶴型.以後の大理室母の主舵と副舵万装侃要預も大旅

大燕の場合と同溌である。翔鶴を一段大きくした大鳳や

紙上計謹のみに総つた5021鑑艦型空母〈大鳳より約1,000

睡大）も略同溌だった｡筒大赦型三番鑑信農は途中で塞
母に臥造された力舵._関しては大和と同じであった。

’
●

雛22図航空置艦翔概型

事か出来載力つた。即ち爾舵は主舵の効力を補い補殴舵
今

１
１

信謹
(職艦ヨリ

蟻母トナル）

大 和， 武蔵

(職艦、

翔濁，瑞鴎

(室母）

大
陸

鳳
函

66，100

26

35

2．3

2．5

9

41．0

13．3

1/65

1200
0－

1/49.1

68.059

26

弱

2．3

2．3

10

41．0

13．3

1164.5

1ﾉ1(8

1148．5

29.(8J

32．5

35

3．6

4．0

10

34．37

12．00

ll60

1/172

1ﾉ46．37

35，800

・32

35

3．7

4．0

9

37．22

12．94

1ﾉ60.61

1ﾉ174.34

1144.(8

公試炊態排水鼠(趣）

8/0全カニ於ケル連:（節）

舵角（度）

縦 距 ノ水線長

横距I水線長

旋同中妓大願斜(度）

舵爾(織兼){識

｛謹舵面職／
／水中側面積

１
１

’’
’

（ハ）舵頭受座の沸動が不良。
7．舵販機繊由塵上昇

（二）クロスヘッド部、溌動部の遜隙が少いb

電動釉睡舵取機械ガ震く使用される厳になって以来，（ホ）クロスヘッド部油藤p工作が不十分℃

海鯉でに新造又は改装艇船で油睡が_&昇し過ぎる実例が〔へ）汕鯉シリンダーの据付か不良。

淵･発した。これに関して艦政本部内に舵取装遥故障調査そして贋く調査した結果,舵及動舵裟置C計謹に不十
委員会と云うもの力設けられ昭和15年10月に報告書に其分力･磯'式無いと云う事になったαつまり計遥油腿ま一般

“原因として次便鮎を筆げている。に実漬と略々一致し油躍が逼昇した船でも事後対策を実
（イ）舵恥管と舵頭管との中心が偏僑する。施してからその目的を達しておる篇であった。

（ロ）舵頭管濃動部の遡隙が少ぃ。実例を翠げると次表D通りである。

油睡上昇実例

I
q

|￥”|“”|繊驚’ L職
“
詞艦

一
對 策

’'5準一'0月’

（巡洋艦）

高雄

(1) 舵軸管卜舵頭管トノ中心修正

（鏡大冊荷.0.6粍）

舵頭部油溝改良

舵頭交座直角度修正

舵及舵取機械全部手入

機須賀’ 訓110 64
(2)

(3)

(4)｜ ’

"-､：
(霞逐艦）

漣 110

｜‐＝
75

1

(1)舵軸管卜舵頭管トノ中心修正

（鍛大偏椅，0.64粍）

(2，舵取握･ノ中心修正

（舵柄心二對シ3°C粍低シ）

賀及

須賀

■
日
日
日
日
日
日
日
日
■
１
１
１
１
１

－45－
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己

’
苗

､

－ 船の科学一

１
１

’
｜’

(副接合棒嵌論新製

(4)舵及舵取撰械全部手入

(蕊逐艦）
〃14－

霊

|Ⅲ扇一 |･逼・|’
(1)油睡シリンダー中心修正

（左1.7稀，右1.0縮高シ）

(2)油瀧二止金新設

(3)舵取機械各部手入

４
５

’
106 83

’
(翠逐艦） 14

不 知 火
15二W|"""}’ |蝋燃鰐。85

’

(1)舵軸管卜舵菰管トノ中心偏符

（媛大偏怖0.2稲）

(2)クロスヘツド部遊隙調整

（0.[80.11稀ヲ0.12~0.13緒トス）
(3)舵及舵奴稜械全部手入

１
１

艦）

潮14－ 12 藤永田

1

<鰹逐

黒

’
58

1

105

各部當リノ面仕上ヲ入念ニス
58グロスヘッド部遊隙調整

舵軸管卜舵頭管トノ中心修正

各部遊隙最修正（大キクスル）

’’0~85
汕雁シリンダー中心修正

舵及舵孜披械全部手入

催1 世 保1 18｜』‘-
選）

風

f聴逐
卜

雪
ｊ
ｊ
１
２
く
く

艦)｜
潮15－

’ ’
6

１
１

｜ゞ鐸錘

(1)

(2)

(3)

(4）

(寵逐

朝

’

かか屠沈歴_L昇並故陦原因に対して次に様な欧蕾対策（イ）遡隙量を遥露三ずる。
ガ提案された。

（ロ）潤淑法を災に研究せねばならない。
（イ）舵軸（被金を焼跡後）全体転機談加工は同一回 （ハ）舵彌とプランジャー間刀隔遜性を三次元的とす
心で一工程に仕上げて中心を正確にす.る。 る襟に研究する。

（ロ）鈴刺管内面舵頭受座の区面と_L面及びピント 即ち錘結溌雛の蓮簸自在度は，接合棒式は一次元的で
、ルの孔の区面と上面はすべて同一の勤･合に中ぐり.をあり父ラプソン式では二次元的であって，舵の不規則運
する型要がある。この臆に舵支擬造乙設計変更をも鼠に対して他の自在度としては遡瞭によってこれを補つ
行われねばならない。

．てある。そして補うべき量が幟雛置として必要軟遥隙
（ハ）中ぐりに中心及び舵に垂下量を表示する基龍線量ざ大体一致するから，どうやら故障を生ぜぬのである
を設ける。が將来更に速力が増加して色左と按雑な蝶非か生ずる-.？

（二）舵剃IIパツキンぽ良否は舵軸の摩擦に重大な関係あろうから，更に根刻的に考慮して三次元的，即ち立体
がある力､ら’其の挿入を鐙量に保ち又締め加減を均的蓮動ガ自由に行われる機概の研究が必要と看倣された等にして防水を保ち得る程度に止める。 のである。この事減節用船舶としてI戦闘上からも，卸
（ホ）脂来付舵は平衡舵を止めて半平衡舵を採用するち損傷し~l船体Mこある稽度の歪ガ生じても舵が故陣とな
。厳に方針を変える。らぬ篤にも，必要迩鮎であった。
（へ）現用の平衡舵は舵軸を二鮎で支えており，この 舵頭における捻鉦力率筵計算は色冷の抵雑克燦1：を含
二鮎IMIわ距離を大とする如く研究する。 んでおるので，従来一般に行われている方法、適否を定
（卜）船尾の振動を極力激少す屋様に船鰍戟遥を設計める事ば仲冷困難である。從来の方法と技研で研究さｵ？する。，

た一方法とを羅逐繕閉潮型について上上鮫してみると次の父次くこ動緋弊濡ﾙｰ“，手,-－，－．．

』

父次《こ動舵装澁に対しては歎善対溌としては次の項目綴になる。
‘－－ﾉﾉ‘今‘‐哩李……~､ﾌ'‘言幽'』ﾖﾆ､､一一I‘．L比咳してみると次

か學げらねた｡
捻紐力率=(x-a)Pn+(rR:z+RP,)"
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錐23図舵の直唾力中心算出比較

〈符鋭の説明）

V=船の速力（節）

A=舵の面稜（平方米）

α＝舵角（ 度 ）

x＝舵､前端より睡力中心迄（米）

a＝舵前端よ""ll中心迄（米）

t=舵の厚さ（米）

B=舵の幅（米）

H=舵の深さ（米）

M=塵一躍一力杢
'>'Pz+RP[

r＝舵頭の牛裡（米）

R=舵軸の半徳（米）

この比砿計算で臆圃示の糠にP,,P2を

とったのであるが，実際萱艤政本部で計算
していた方法ではP1岨舵測管C中央,P2

′‘〃石”あ、”遥

舵角(度)一一・‐

鋪24図陽炎型蕊逐鑑舵濡捻鉦力奉比較（専擦を含む）

鋤
１
１
部
抑
１
１
釧
１
１
刎
引
ｌ
釧
到
１
１
〃
〃
認
・
郡

●

二

一

卸

’ 〆

〆 ４
１

へ

’
咋
１
１
１
１
Ｊ
１
１
角
‐
Ｊ
１
！
〃
・
ｌ
ｌ
Ｔ
１
Ｉ
Ｊ
弱

力
牢
索
迩

5〃石"

霊
謁 30

舵角一

第25図腸炎型舵紬捻柾力率計算比較（摩擦を含まず）
－47 －

二



■

一 船の科學一

ると，少く共湯え型璽逐這に関する限り技研式の方グ実

船寝実測侭逼近い事がわかるであろう。尚舵報Iの捻鉦力
率（摩擦を含まず）のみを比較すれば第25mp通り技研

式の方が大きい値匿與え，殊に舵軸の大さに決定二必要

な後進露捻柾力奉域從来の方法の闇こ近い値となってい

るのである。（以下次競）

一覧表

は舵頭管p中央に働くものとし~EおったのでPJ,Pzは

こば計募例よりも大きく,從って力奉乙値も大きく出る。

この嫌に計算方法が異ると第24跡二示す様な結果が出

愚。こご園こて速力ば操舵、際ば32節，戻舵、際臆25節

.として計算されたのである。本圃、曲線(2):ま玖在乞計算
法紅結果から偏角を差引いたものである。こに咽より見
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編集後記

本誌のグラピヤ鴬虞鰺繊潰MANヂーゼルエンヂンは
曝後最大のエンジンであると云うば力､りでなく，このよ
うに緬立仁行程順に富された算眞は中々得難;､もので’
本誌8月号（1948）の宮島丸の建造行怪嶌眞ととも
に隻重な資料として街目に掛けます。
又船体泓造圖集は，本誌3月号(1949)"紹体溶

接接手圖集とともに，堀元美氏及び橘本啓介氏か.特.二本
誌の馬に編集されるものでShipRepairFacilityYok
osukaに勤務されている関係上常に米國船.こ接し，これ
ｶ゙ら生きた蚕料的圖集が生れるものと考えられます。以
後接雫間集，機造圖集，と交互ﾔこ発表して行く豫定であ
ります。‐

浪人の癌言はいよいよ出でて，昼冷膜言の木頭を発起

して來ます。禰井氏が海軍時代の凡ゆるデーターを集め
て居られることは，誠に驚くべきもので，舵と旋回性能
に関する畳書が次号で完結しますが，又続,､て戦需中p
黄重な蚕掛の発表をお風､し，戦後造船.認の技粥向上；こ
役立てたいと思って居ります。

最近ABCクラスの取得二対し，造船用鋼材駈謂リム
ド銅②溶接適否か問卿こなって來た様です。これに対し
運競技研，東大阪大の各研究所が立上って，日本か譲製
鐡所の鋼材蚕蕊を開冶するそうです｡誠に同憂の到りで，
早く品質D改良ｳ:なされて，外國鋼材に劣らぬものとな
る操期待する次第です。
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